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詳しくは裏表紙をご覧ください

取扱説明書
フルオート (全自動 )

家庭用ヒートポンプ給湯機

システム品番

保証書別添付

工事説明書別添付

   このたびは、パナソニック製品を
お買い上げいただき、まことに
ありがとうございます。

●  取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく
安全にお使いください。

●  ご使用前に「安全上のご注意」(4 ～ 7 
  ページ )を必ずお読みください。

●  保証書は、「お買い上げ日・販売店名」な
どの記入を確かめ、取扱説明書、工事説
明書とともに大切に保管してください。

●  システム品番は、貯湯ユニットとヒート
ポンプユニットのセット品番です。
各ユニットの品番は本体のネームプレート
(9ページ )と本書の「仕様」(66ページ )
でご確認ください。

■ パワフル高圧力型
●  屋外用
HE-NSU37HQS
HE-NSU46HQS

●  屋内用
HE-NSU37HQMS
HE-NSU46HQMS

■ 高圧力型
●  屋外用
HE-NS37HQS
HE-NS46HQS

●  屋内用
HE-NS37HQMS
HE-NS46HQMS
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お問い合わせの多い項目を探しやすくしました。
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使いかた

安全上のご注意 4
使用上のお願い 8

各部の名前と働き 9
•ヒートポンプユニット・貯湯ユニット・リモコン 

お湯を使う 14
•給湯温度・給湯中表示・給湯量メーター・混合水栓 

お湯をはる 16
•ふろ自動・ふろ温度

ふろ湯量・ロック設定・ふろ予約・保温時間

追いだきする 20
お湯や水を足す 21

•たし湯・高温たし湯・さし水

通話する 22
浴室の様子を聞く 23

沸き増しする 24
沸き上げモードを変える 26

•おまかせ節約・おまかせ

昼間沸き上げを停止する 27
ピークカット設定をする 28

設定を変える 29
•リモコン設定・諸設定

「給湯ガイド」を見る 36

お手入れする 42
• 浴そうフィルター・タンク・自動配管洗浄・洗浄運転 

点検する 46
•漏電しゃ断器・逃し弁・定期点検 

一定期間使わないとき 48
•沸き上げ休止・水抜き

タンクのお湯（水）を抜いたとき 50
凍結のおそれがあるとき 52

•ふろ凍結予防運転・凍結予防ヒーター

断水したとき・停電したとき 54
故障かな？ 56

こんな表示が出たら… 63
•OKモニター・サービス店TEL表示・機種情報

仕様 66
保証とアフターサービス 67

ご相談窓口 裏表紙

■電力料金契約について
この給湯機は申請によって、各電力会社の
電気料金メニューによる料金割引が適用され
る場合があります。
 詳しくは、お買い上げの販売店またはご契約の
電力会社にご確認ください。

従量電灯に比べ
　大幅に割引き

午前7時

午後11時

「夜間」の開始と
終了時刻は一例です。
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安全上のご注意

警告「死亡や重傷を負うおそれが 
ある内容」です。

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

■お守りいただく内容を、次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です）

やけどや感電など
を防ぐために

必ずお守りください

注意「軽傷を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です。

してはいけない内容（禁止事項）です。 実行しなければならない内容（強制事項）です。

警告

貯湯ユニットの前板や 
ヒートポンプユニットの 
カバーを開けない

（感電の原因になります）漏電しゃ断器は、 
ぬれた手で操作しない

漏電しゃ断器は、作動する 
ことを定期的に確認する（P.46）

（感電の原因になります）
作動しないときは、 
お買い上げの販売店に
ご連絡ください。

近くにガス類の容器や引火物を
置かない

（電気部品のスパークに
より引火し、発火の 
原因になります）

絶対に、分解や修理・改造・ 
移設をしない

（感電や火災の原因になります）
修理・移設はお買い上げの販売店に 
ご依頼ください。

（感電の原因になります）

冷媒系統の据え付け・移設・ 
修理完了時には、販売店や
専門業者に次のことを確認する

● 指定冷媒を使用していること。 
（指定以外の冷媒を使用すると機器の 
故障や破裂、けがなどの原因になります）

漏電しゃ断器
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アース工事がされていることを
確認する

（感電の原因になります）
お買い上げの 
販売店に 
ご確認くだ 
さい。

警告

お湯を使うときは、お湯の温度
を確認する

（やけどの原因になります）
● 入浴時やシャワー使用時は、指先な
どで湯温を確かめる。

● 給湯温度を変えるときは、他の人が 
お湯を使っていないことを確かめる。

使い始めは、しばらくお湯に 
触れない

（空気の混じった熱いお湯が飛び散ることが 
あるため、やけどの原因になります）
特に朝の使い始めは、ご注意ください。

停電中および停電復旧後にお湯
を使うときは、湯温を確かめる

（湯温調節ができずに、
高温のお湯が出ること
があるため、やけどの
原因になります）

入浴時には、次のことをしない
● 循環口は、手足やタオルでふさいだ
り、体を近づけたりしない。 
（熱いお湯が出ることがあるため、やけど
の原因になります）

特に高温たし湯のときは、ご注意ください。
● 循環口のフィルターがゆるんだり 
はずれたりしたまま入浴しない。 
（髪の毛が吸い込まれ、事故の原因になります）
特にお子さまには、ご注意ください。

熱湯や熱くなる部分に 
触れない（やけどの原因になります）

●給湯時は、給湯栓本体に触れない。
● 貯湯ユニットの排水時や逃し弁の点
検時は、排水配管や排水口、逃し弁 
（レバー以外）に触れない。（P.43、46）
● ヒートポンプユニット配管や給湯配管
（P.9）には触れない。
● 逃し弁の点検時や   
ヒートポンプユニット   
の水抜き時、非常用取水   
栓を使用時は、お湯に   
触れない。（P.46、49、55）

ヒートポンプユニットは、 
誤った扱いをしない（P.9）

● 吹出口に指や棒などを入れない。 
（ファンが高速回転しているため、けが
の原因になります）

● 上に乗ったり、物を載せたりしない。
（ベランダなど高い所に設置している 
場合、落下や転倒によるけがの原因に 
なります）

循環口

異常・故障時には直ちに使用を 
中止し、漏電しゃ断器を「切」にする
（発煙・発火、感電、やけどのおそれがあります）

異常・故障例
● 漏電しゃ断器が自動的に「切」になる。
● 使用中に、こげくさい臭いがしたり
異常な音や振動音がする。

● 熱いお湯が出続ける。
すぐに、お買い上げの販売店へ点検・修理を依頼 
してください。
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安全上のご注意

けがや水漏れなど
を防ぐために

必ずお守りください

注意

配管に無理な力を加えない
（破損によるやけどや水漏れの原因に 
なります）

逃し弁 貯湯ユニット

漏電しゃ断器

ヒートポンプユニット

水洗いはしない
（漏電による火
災や感電の原因
になります）

● 貯湯ユニットの脚が床面に固定されてい
ること。（転倒によるけがの原因になります） 
固定されていない場合は、お買い上げ
の販売店にご依頼ください。

● 貯湯ユニットが、防水処理・排水処
理済みの床面に設置されていること。
（水漏れすると、階下などに被害を及ぼす
原因になります） 
お買い上げの販売店にご確認・ご依頼
ください。

● 配管が凍結予防工事済みであること。
（冬場など、凍って破損し、やけどや 
水漏れの原因になります） 
お買い上げの販売店にご確認・ご依頼
ください。

据え付け後は、次のことを 
確認する

アンカーボルト 
（4か所）

ヒートポンプユニットの据付台
が破損したまま放置しない

（落下や転倒による、
けがの原因になり 
ます）

アルミ部分
（吸込口）

ヒートポンプユニットの 
アルミ部分に触れない

（手を切る原因になります）
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注意

お手入れ時や点検時は、 
次のことをする

● 漏電しゃ断器を「切」に
する。 
（ヒートポンプユニットの
ファンが高速回転してい
るため、けがの原因になり
ます）

● お手入れや点検の後は、漏電しゃ断器
と逃し弁のふたを閉じる。 
（雨やごみが入ると、漏電や感電の原因にな
ります）

● 逃し弁が作動することを定期的に確認
する。（P.46） 
（逃し弁が正しく作動しないと、水漏れの 
原因になります）

　 作動しないときは、お買い上げの販売店
にご連絡ください。

長期間使わないときは、
貯湯ユニット・ヒートポンプ 
ユニットの水を抜く

（P.49）

（水質変化により、
飲用すると健康を
害するおそれが 
あります）

貯湯ユニットの水抜き時は、
熱湯を直接排水しない

（やけどや排水配管の破損
の原因になります） 
給湯栓よりお湯を出し 
きってから排水してく 
ださい。（P.49）

そのまま飲用しない
長期間のご使用によって貯湯ユニッ
ト内に水あかがたまったり、配管材
料の劣化等によって水質が変わるこ
とがあります。飲用される場合は、
下記の点に注意し、必ず一度、沸騰
させてからにしてください。
● 必ず水質基準に適合した水を使用
してください。

● 熱いお湯が出てくるまでの水（配
管内にたまっている水）は、雑用
水としてお使いください。

固形物や変色、濁り、異臭があった
場合には、飲用には使用せずに、直
ちに点検の依頼を行ってください。

凍結のおそれがあるときは 
漏電しゃ断器を切らない

（配管などが凍結して破損
することがあるため、 
水漏れの原因になります）
漏電しゃ断器を切るとき
は、水抜きをしてくださ
い。（P.49）
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使用上のお願い

混合水栓は
湯温調節を低めに合わせてからお使いください。

ご使用の前にご確認ください
タンクを満水にして空気抜きをし、水を沸き上げる必要があります。
● お買い上げの販売店（工事店）が実施していることをご確認ください。
● 実施されていない場合は「タンクのお湯（水）を抜いたとき」（P.50）に従って準備してください。
リモコンに「試運転ナビ」が表示されるときは…
●お買い上げの販売店にご連絡ください。（試運転が未完了です）
試運転後その日からお湯を使われるときは…
● お買い上げの販売店（工事店）が沸き増しを実施したことをご確認ください。
実施されていない場合は、沸き増しをしてください。(P.24)
（沸き増しされていないと、タンクの水が全量沸き上がるのは翌朝になります。）
● 給湯温度、ふろ温度の設定を確認して、お好みの温度に設定してください。(P.14、16)

湯切れすることがあります！
お湯の使用量が多いとき、長時間追いだきをした
ときなど、お湯がなくなることがあります。 
残湯量表示を確認しながらお使いください。

■湯切れを防ぐには
 → シャワーはこまめに止める。
 → 多くのお湯を使うとき、不足しそうなとき

は「沸き増し」しておく。（P.24）
 → 沸き上げモードを「おまかせ」にする。（P.26）

残湯量が
表示されます。

優先表示
湯温

給湯温度の調節は、優先表示のリモコンで
優先表示の出ているリモコンで設定した温度は、
台所と浴室の両方に反映されます。（P.14）

浴そうなどが青くなるのは
使用地域の水質や、給湯機の銅配管により薄青く
なることがありますが、水中に溶け出たわずかな
銅イオンと、石鹸などに含まれる脂肪酸とが反応
したもので、人体に害はありません。
参考：（社）日本銅センター発行「銅と衛生」

　
入浴剤について
■ご使用いただける入浴剤の例（推奨品）
●  「バブ」…にごりタイプは除く
（「バブ」は花王㈱の登録商標です）
●  ｢バスクリン」「きき湯」…にごりタイプは除く
（「バスクリン」と「きき湯」は㈱バスクリンの登録商標です）
・入浴剤の使用説明書をよく読んでお使いください。
・ 機器故障の原因となるため、複数の入浴剤は同時
に使わないでください。

・ 入浴剤をご使用のときは、自動配管洗浄を必ず「入」
にしてください。（お買い上げ時の設定は「入」）
■ 次の入浴剤は使わないでください。（機器故障の原因）
● 推奨品以外の発泡系、バスバブル、石鹸（浴そう内）など
● 生薬など（葉、茎など固形のものなど）
● ミルク成分配合やとろみ系のものなど
● 硫黄、酸、アルカリ、塩分を含んだものなど

■浴そうやタイルは
→ 市販の浴室用洗剤「ウルトラハー
ドクリーナー」や「湯アカ分解」
（いずれも（株）リンレイ製※）
などを使ってこまめに掃除する。

※ 詳しくは㈱リンレイのWEB
サイトをご覧ください。

● 強くこすると浴そうを傷つけ、傷の中に青い色
が入り込み、落ちにくくなることがあります。

● ペーパータオルに原液を浸し、青い部分に貼
り付けて、しばらく（数分～数十分）放置し
た後、ふき取ると効果的です。

寒さがきびしいときは
給水・給湯配管の凍結を予防するため、リモコン
の給湯温度を「水」にして、1分間に 200 ml
程度の水が出るようにお湯側の蛇口を開けてくだ
さい。(P.52)
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上
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い
／
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部
の
名
前
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ー
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ポ
ン
プ
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ッ
ト
・
貯
湯
ユ
ニ
ッ
ト
）

各部の名前と働き ヒートポンプユニット・貯湯ユニット

ヒートポンプユニット
吸込口（側面・背面）

水抜き栓（３か所）

ネームプレート
品番と製造年を記載

逃し弁
 ふたはネジをゆるめて
開けます。

ネームプレート
 品番と製造年 
を記載

漏電しゃ断器
（ 電源スイッチ）
ふたはネジを 
ゆるめて開け 
ます。

 この部分に、安全上の 
ご注意が表示されてい
ます。

テストボタン

ドレン口
（底面）

ドレン口に接続し、 
ドレン水を 
排水するとき 
使用します。

ドレンエルボ（付属品）

カバー
アース端子

吹出口

貯湯ユニット

● 配管の接続口などを隠したいとき
　 脚部化粧カバー（別売品）を取り付ける
ことができます。（P.42）

この部分に、安全上のご注意が
表示されています。

 この部分に、安全上のご注意が
表示されています。

ふろ往き配管接続口

漏水センサーホース
（屋内用のみ）

水抜き栓（6か所）

アース端子

給水配管接続口ふろ戻り配管接続口

ヒートポンプユニット配管
  ・接続口B（湯側）
  ・接続口A（水側）
非常用取水栓（灰色）

ストレーナー（フィルター）

給湯配管接続口

排水口

排水栓

● 図は説明のため、配管や 
ホースを省略しています。
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各部の名前と働き 台所・増設リモコン

三角スイッチ
● 湯温（P.14）や、設定内容を 
選ぶとき。

● 画面の切り替えや項目を選ぶとき。

沸き増しスイッチ
● すぐにタンクのお湯を沸かし
始めます。（P.24）

ふろ自動スイッチ
● 設定した湯量と温度で 
浴そうにお湯をはります。 
（P.16）

決定スイッチ
● 選んだ項目や設定を 
決定したり、開始や中止を 
します。

スピーカー

画面表示部
● リモコンやお湯を使い始めてから
約1分間は、バックライトが点灯
します。（P.31）

通話スイッチ
● 浴室側と通話します。
（P.22）

増設リモコンの場合
● 通話の機能はありません。

スイッチ操作の後に、
操作手順や注意、確認
などを音声でご案内
します

給湯ガイドスイッチ 
● 給湯や使いかたの情報を表示 
します。（P.36）

メニュースイッチ

メニュー  画面

リモコン設定  画面

見出し

■1つ前の画面に戻るとき
 → を押すたびに1つ前の画面に戻ります。

■項目の選びかた

1  を押す

2 三角スイッチで項目を選び 

カーソル 
（カーソルの位置の項目が選ばれています）

カーソルは画面の三角表示の 
方向に移動することができます。
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各
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モ
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画面表示部

給湯の設定温度
（P.14）

沸き上げモード
（P.26）

優先表示
● 表示中のみ、台所リモコンで給湯温度が変えられます。 
（浴室リモコン「優先スイッチ」で切り替え）（P.14）

 浴室モニター中（P.23）
浴室モニター禁止中

現在時刻（P.29）

ふろ予約待機中表示 
（P.18）

ふろの設定温度

エコナビ保温中
● エコナビ保温中表示します。 
（P.19）

給湯中表示
● お湯を使っているときに表示します。 
（P.15）

画面に表示される基本的な項目を記しています。

■画面の切り替えかた
●三角スイッチ◀▶で画面が切り替わります。

●見出しから切り替える方法もあります。

右へ移動 右へ移動

カーソルを
右へ移動

カーソルを
上へ移動

カーソル カーソル

タンク表示

残湯量表示
●  42℃で使えるお湯の 量（目安）を表示します。
各家庭の日々の使用湯量を学習し、一日に必要
とする湯量を全点灯で表示します。 
使えるお湯の量の確認は→（P.38）

● タンクの沸き上げを
しています。

● 当日の昼間の沸き上
げを停止していると
きに表示します。
（P.27）

● 長期間沸き上げを 
停止しているときに
表示します。（P.48）

● ピークカット中に 
表示します。（P.28）

（10段階で表示）

全点灯

お湯が
少ない

お湯が
多い

HEMS表示
●  HEMSアダプターが通信を確立した
ときに表示します。（P.32）
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各部の名前と働き 浴室リモコン

メニュースイッチ

ふろ自動スイッチ
● 設定した湯量と温度で
浴そうにお湯をはります。
（P.16）

決定／ロックスイッチ
● 選んだ項目や設定を決定
したり、開始や中止をします。

● 誤操作を防ぐために
ロックできます。（P.17）

スピーカー

エコナビランプ（緑）
● エコナビ保温中、ひと
センサーが人を検知し
ている時に点灯します。
（P.19）

ひとセンサー
● 人（発熱体）の動きや
温度変化から人がいる
ことを検知します。

通話スイッチ
● 台所側と通話します。（P.22）

優先スイッチ
● 浴室でシャワーや給湯
栓のお湯の温度を変え
られます。（P.14）

スイッチ操作の後に、
操作手順や注意、確認
などを音声でご案内
します

画面表示部
● 浴室に人がいることを検知する
とバックライトが点灯します。
（P.19、31）

メニュー  画面

諸設定  画面

リモコン設定  画面

三角スイッチ
● 湯温（P.14）や、設定内容を選ぶとき。
● 画面の切り替えや項目を選ぶとき。

見出し

追いだきスイッチ
● 浴そうのお湯を熱くし
ます。（P.20）

■1つ前の画面に戻るとき
 → を押すたびに1つ前の画面に戻ります。

■項目の選びかた

1  を押す

2 三角スイッチで項目を選び 

カーソル
（カーソルの位置の項目が選ばれています）

カーソルは画面の三角表示の
方向に移動することができます。
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ロック表示（P.17）

画面表示部

タンク表示

優先表示
● 表示中のみ、浴室リモコンで給湯温度が変えられます。
（浴室リモコン「優先スイッチ」で切り替え）（P.14）

 浴室モニター中（P.23）
浴室モニター禁止中

現在時刻（P.29）

給湯の設定温度
（P.14）

ふろ予約待機中表示
（P.18）

ふろの設定温度

給湯中表示
● お湯を使っているときに表示します。
（P.15）

各
部
の
名
前
と
働
き
（
浴
室
リ
モ
コ
ン
）

画面に表示される基本的な項目を記しています。

■画面の切り替えかた
●三角スイッチ◀▶で画面が切り替わります。

●見出しから切り替える方法もあります。

右へ移動 右へ移動

カーソルを
右へ移動

カーソルを
上へ移動

カーソルカーソル

残湯量表示
●  42℃で使えるお湯の 量（目安）を表示します。
各家庭の日々の使用湯量を学習し、一日に必要
とする湯量を全点灯で表示します。
使えるお湯の量の確認は→（P.38）

● タンクの沸き上げを
しています。

● 当日の昼間の沸き上
げを停止していると
きに表示します。
（P.27）

● 長期間沸き上げを
停止しているときに
表示します。（P.48）

● ピークカット中に
表示します。（P.28）

（10段階で表示）

全点灯

お湯が
少ない

お湯が
多い

お湯はりサポート表示（P.33）
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お湯を使う
台所リモコン

台所や浴室などでお湯を使うための基本操作です。

●  浴室優先  を表示していると
きは、浴室リモコンの「優先ス
イッチ」を押して、浴室優先を解
除してください。台所で以前に
設定していた温度に変わります。

浴室リモコン

必ず浴室優先
にする

● 給湯温度の上下に▼
▲が表示

されていないときは、台所
優先になっています。やけ
ど防止のため、必ず浴室優
先にしてください。
（台所で熱いお湯に変更さ
れると、浴室でも熱いお湯
が出ます）

● 浴室優先にすると、浴室で
以前に設定していた温度
に変わります。

1

▲▼で湯温を選ぶ

● 水、32、35、38～ 47、
50、55、60℃に変えられます。

　 ▲を押し続けると、45℃で 
いったん止まり、さらに押すと、
46、47、50、55、60℃に
変わります。

● 水、32、35、38～47、50、
55、60℃に変えられます。

　 ▲を押し続けると、45℃
でいったん止まり、さらに
押すと、46、47、50、
55、60℃に変わります。

浴室リモコン
でも同じ温度
になります！

台所リモコン
でも同じ温度
になります！

▲▼で湯温を選ぶ2

台所優先を
確かめる

優先表示

2

1

優先表示
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お
湯
を
使
う

台所や浴室でお湯を出しているときは、「給湯中表示」が出ます。
● 少ししかお湯を出していないときは水になり、「給湯中表示」
は出ません。

給湯中表示

■「給湯中表示」について

■給湯量メーターについて

お湯を使うと…
　本日、使用した湯量を表示します。
　（約5秒間）

● 湯量は、42℃でお湯を使った場合の目安です。
　（タンク容量以上の数値になる場合があります）
● 混合水栓の水側から出た水量や、おふろの追いだきや保温で
使用した湯量は含みません。

● 給湯量メーターは0時00分から23時 59分までに使用し
た数値です。（0時00分に0Lになります）

● 給湯量メーターを表示しないようにできます。（P.32）
お湯を止めると…
　 使用後の湯量を表示します。
（約5秒間）

■ お湯がぬるく感じるとき（サーモスタットタイプの混合水栓）

● リモコン側の湯温設定を高くしてもお湯がぬるいときは、混合水栓のメーカーにお問い合わせください。

お湯がぬるく感じるときは、リモコンの設定温度を変更してください。
たとえば混合水栓側が40℃に設定されるときは、リモコン側の湯温設定を10℃高い50℃にしてください。

リモコン側は10℃高く
40℃

● 給湯温度の表示は目安です。
● 冬季など気温が低い場合、配管の放熱により、設定温度にならないことがあります。
（お湯の設定温度を高めにしてください）
● 断水中は、お湯が使えません。（水道水の圧力を利用して給湯しているため）
● シャワーを確実に止めずに、再びシャワーを出したときは、水になることがあります。
● 沸き上げ中は、湯温が変動することがあります。
● お湯の温度は季節によって感じ方が異なります。お湯がぬるく感じるときは、リモコンの設定温度を変更してください。

お知らせ
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お湯をはる
浴そうを空にして、栓とふたをしてください。設定した温度と湯量で自動でお湯をはり、完了後は保温とたし湯
を自動で行います。

ふろ自動運転

ふろ自動ランプ

台所・浴室リモコン

■中止するとき

　→ もう一度

水、36～45、
46・47・48℃

▼で「ふろ」を選び、
▲▼でふろ温度を変える1

21
● ふろ自動運転中のふろ温度の変更は、
浴室リモコンで行ってください。

自動でお湯をはる

● エコナビ保温・自動たし湯が始まります。
エコナビ保温・自動たし湯が不要なときは、

お湯はり完了後に  をもう一度押して

「切」にしてください。（P.17）

おふろが
沸きました

ふろ自動ランプ

2

● お湯はりの湯量は浴室
リモコンで変えること
ができます。（P.17）

● ふろ温度、ふろ湯量の表示は目安です。
● 次の場合は、正常なお湯はりができないことがあります。
・お湯はり完了前に入浴したとき。
・お湯はり中に、混合水栓やシャワーなどから浴そうに、お湯や水を足したとき。
・お湯はり中に、浴そうからお湯をくみ出したとき。

● 冬場など、外気温や水温が低いときは、お湯はり完了報知後も数分間、追いだきを行うことがあります。
● タンクの残湯量が少ないと、「タンク残り湯少、」「ふろ自動待機中。」が表示され、残湯量が増えるまで待機します。
● 断水中は、ふろ自動運転ができません。（水道水の圧力を利用して、お湯はりや保温をしているため）
● ふろ自動運転中はポンプが作動し、音がします。

お知らせ

● ふろ自動運転中は、浴そうの循環口から、熱いお湯が出ることがあるため、離れてください。
● おふろの温度がぬるく感じるときは、浴そうの湯はり温度を高くしてください。
● 浴そうのお湯を排水するときは、必ずふろ自動運転を中止してください。お湯が自動で足されるため、ムダになり
ます。（P.17）

お願い

リモコンの
ふろ自動ランプ
が点灯します



（浴室リモコン）

お湯はりの
湯量を
変える
ふろ湯量

（浴室リモコン）

誤操作を
防止する

（ロック設定）

17

■取り消すとき

　→ もう一度 3秒間押す。

お
湯
を
は
る
（
ふ
ろ
自
動
運
転
）

お湯はり
完了！

※約3時間（保温時間）

設定した温度と湯量で
お湯をはります。

※ 保温時間やたし湯の設定は変更できます。
　（P.18、34）

お湯が冷めないよう
「エコナビ保温」（P.19）

お湯が減ると
「自動たし湯」

設定した温度、湯量でお湯をはり、完了後は保温とたし湯を自動で行います。

■ふろ自動運転とは？

● ふろの最少湯量は、試運転時に循環
口の位置に合わせて自動的に設定さ
れます。循環口の位置が高いときや、
浴そうが大きいときは、最少湯量の
設定が100Lなど少なめにできない
ことがあります。
（ふろ湯量の数値は目安です）

自動でお湯をはるときの湯量を変更します。

1 を押して で操作

3▲▼で湯量を選び、

（20Lきざみで 
100L～ 500L）

2 メニュー の ふろ湯量 を選び、

浴室リモコンの誤操作を防止するためにロックできます。

1  を３秒間押す
● ロック中でもふろ自動運転の中止
や追いだきの中止、通話はできま
す。（P.16、20、22）

● 停電したときロックは取り消され
ます。
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（台所リモコン）

予約して
お湯を
はる
ふろ予約

お湯はりを完了させたい時刻を予約して、自動でお湯はりをします。

ふろ予約を設定します。
決定スイッチを押して
ください。1 を押して で操作

■ 予約の確認と変更→ 手順2の後、「予約　確認／変更」を選び、

■予約の取り消し → 手順2の後、「予約　取消」を選び、

● お湯はり完了時刻は、浴そうに残り湯がある場合や水圧等の条件により、予約時刻から前後します。
●次に予約をするときは、再度ふろ予約をしてください。予約時刻は前回の設定を記憶しています。
● ふろ自動運転中に予約をすると、ふろ自動運転が停止します。
ふろ予約中にふろ自動運転をすると、ふろ予約は取り消されます。

3▲▼で「時」を合わせて、
▼▲を押し続けると早送りします。
予約完了した時刻は次回予約まで 
記憶されます。

2 メニュー の ふろ予約 を選び、

4▲▼で「分」を合わせて、

が表示
されます

お湯をはる 　　　　 （つづき）ふろ自動運転

お湯はり完了後のおふろの保温時間を変えられます。

1 を押して で操作

3▲▼で保温時間を選び、
●お買い上げ時は、3時間に設定され
ています。

●０～６時間まで設定できます。
●０時間にすると、お湯はり完了後、
ふろ保温、自動たし湯を行いません。

2 諸設定 の 保温時間 を選び、
（浴室リモコン）

お湯はり後の
保温時間を
変える
保温時間
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お
湯
を
は
る
（
ふ
ろ
自
動
運
転
）

■ひとセンサーについて
● ひとセンサーは、人（発熱体）の動きや温度変化から、浴室内に人がいる 
ことを検知します。

　ただし、次のような場合は、正しく検知されないことがあります。
　・浴室暖房、ミストサウナなどを使用している。
　・浴室内が30℃以上になっている。
　・センサーの表面が汚れている。
　・人が動かないでじっとしている。（約5分以上）
● 浴室に入ったとき、ひとセンサーが作動して浴室リモコンの画面表示部の 
バックライトが自動的に点灯することを確認してください。

　（浴室リモコンの取り付け位置によっては、すぐに点灯しないことがあります）
● 浴室から人が出て約5分経過すると、人がいないと判断し、浴室リモコンの
画面表示部のバックライトを自動的に消灯します。（P.31）

● 扉を開けたままにしておくと、浴室の外の人を検知することがあります。

センサー検知範囲

ひとセンサー

お願い
●  ひとセンサー表面を 
強く押さないでくだ 
さい。（故障のおそれ）

■「エコナビ保温」とは？
ふろ自動運転中、ひとセンサーによって浴室内に人が「いる・いない」を検知して効率的な保温を行い
ます。

エコナビランプ
および画面表示
部のバックライト
消灯
（浴室を出て約5分後）

（浴室リモコン）

エコナビランプ
（緑）および
画面表示部の
バックライト点灯
（浴室に入ったとき）

ひとセンサー

（浴室リモコン）

● 浴室に人が入ったとき、 
ひとセンサーが人を検知し
て、すばやくお湯を温めます。
（お湯が冷めていないときは、
すぐには温めません）

● 浴室内に人がいないとき
は保温間隔を長くします。
保温間隔は浴そうの湯温
の変化を学習して自動設
定します。

● 浴室内に人がいるときは、 
15分ごとに湯温をチェック
して設定したお湯の温度を
保ちます。

● 省エネ効果は、季節・浴室や浴そう、入浴間隔によって異なります。
● エコナビ保温は、設定された保温時間内で行います。（P.18）
● 浴室リモコンのエコナビランプ（緑）は、お湯はり完了後から保温時間内で
人を検知すると点灯します。（ふろ自動を「切」にすると点灯しません）（P.17）
台所リモコンでは、「エコナビ」表示になり、人がいないときも表示します。

● エコナビ保温を中止するとき→「エコナビ設定」を「切」にする（P.35）
● 入浴が終わったら、お湯が冷めないように浴そうのふたをしてください。

（台所リモコン）

■お湯はりサポートを使うとき
学習機能により、ヒートポンプの沸かしたてのお湯をタンクのお湯と一緒に使うことで、効率の良い
お湯はりを行います。（P.33）
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追いだきする
お湯はり後、浴そうのお湯を増やさず熱くすることができます。

浴室リモコン

追いだきする

● 「タンク残り湯少、」
 「追いだき待機中。」を
表示するときは「沸き増し」
してください。（P.24）
表示が何度も出るとき
→（P.63）

● 追いだき中は、循環口から
離れてください。  
熱いお湯が出てきます。

● 初めは配管中のぬるいお湯
や水が出ることがあります。

● 追いだき完了後や中止後も、
約20秒間お湯や水が出ます。

循環口から
10cm以上、  
お湯が必要です。

循環口

追いだきって、
どのくらい熱くなる？
追いだきスイッチを押したとき、
お湯の温度が…
●設定より低いとき
　→設定温度まで熱く
　 （ もっと熱くしたいときは、 

もう一度押してください）
● 設定どおり、または設定より
高いとき

　→設定温度より約2℃熱く
　 （ もっと熱くしたいときは、ふろ 

設定温度を上げてください）

1

■中止するとき

　→ もう一度

ぬるい

熱い

ふろ熱交換器

タンク

タンクの湯温は下がります

水

熱

湯

浴そう

■追いだき・保温のしくみ （イメージ図）

追いだきやおふろの保温（P.17）は、新しいお湯を
足さずに、タンクの熱いお湯で浴そうのぬるいお湯を
温めます。
このため、タンク内の湯温が下がり、残湯量は減ります。
●浴そうのお湯とタンクのお湯は混じりません。
● 追いだき中はポンプが作動し、音がします。
● 断水中は、追いだきできません。
（水道水の圧力を利用して、お湯を循環しているため）
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追
い
だ
き
す
る
／
お
湯
や
水
を
足
す

お湯や水を足す
お湯はり後、お湯や水を足して、湯量やお湯の温度を調節することができます。

1 を押して で操作

■中止するとき→

● 浴そうのお湯が少ない場合、お湯が出るまで1分間程度かかることがあります。

● 浴そうにお湯がない場合や循環口から10ｃｍ以上、
　 お湯がない場合は、高温たし湯できません。
　 左の表示が出ます。

● 高温たし湯完了後や中止後も、約20秒間お湯が出る場合があります。
● タンク内の湯温が低いときは、60℃より低い温度のお湯が出ます。
●始めはぬるいお湯や水が出ることがあります。
● 停電復旧後などは、浴そうのお湯の量が多くても高温のお湯が出るまで1分間
程度かかることがあります。

（浴室リモコン）

お湯 /水を
足す
たし湯

高温たし湯

さし水

● さし水完了後や中止後も、
約20秒間水が出る場合が
あります。

● ふろ保温中のときは、さし水
完了後、約30分間は
ふろ保温を行いません。

■ さし水
水を、約10L足します。

2
● たし湯完了後や中止後も、
約10秒間お湯が出る場合が
あります。

● 設定温度が「水」のときは、
水を約20L足します。

● 始めはぬるいお湯や水が出
ることがあります。

メニュー の たし湯 、 高温たし湯 、 さし水 を選び、
■ たし湯
設定温度（P.16）のお湯を、約20L足します。

■ 高温たし湯
約60℃のお湯を、約20L足します。

循環口に体を近づけない
（やけどの原因になります）警告

おふろに熱い
お湯が出ます
ご注意ください
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 ▲▼で音量を変えられます。

通話する
台所・浴室リモコン

台所と浴室で、30秒間交互に会話ができます。

1 通話を始める

2 ● 約 30秒後、自動的に
通話は終了します。

30秒間、交互に 
会話できます。 
（同時に話せません）

● 相手の話が終わってもシャワーやテレビなどの音が聞こえて通話ができないときは  を押しながら話を
してください。

● 声が途切れる、声が小さいなど、うまく通話ができないときは、つぎのような方法をお試しください。
1. 同時に話さない
2. リモコンに近づいて話す（30cm以内）
3. シャワーは止めておく　
4. ハウリング（キーンなどの大きな音）を起こす場合は音量を下げる

●リモコンから20cm以内に物を置かないでください。（通話が途切れることがあります）

♪ピンポンパンポン♪
　…の音の後

通話を終わる
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（台所リモコン）

浴室の
様子を聞く
浴室モニター

台所から浴室の音を聞いて様子を確認することができます。

浴室の音を台所から聞かれないようにすることができます。

1
2 メニュー の 浴室モニター を選び、

● 台所と浴室のリモコンに が
表示されます。

● 浴室モニター設定が禁止の
ときは が表示されます。

● 約 60分後、自動的に終了
します。

3

2 リモコン設定 の 浴室モニター禁止 を選び、

1

通
話
す
る
／
浴
室
の
様
子
を
聞
く

● 台所と浴室のリモコンに が
表示されます。

● 約 30分後、自動的に「禁止し
ない」に戻ります。

3▲▼で「禁止する」を選び、

を押して で操作

を押して で操作

（浴室リモコン）

浴室の
様子を
聞かれない
ようにする
浴室モニター禁止

●モニター禁止中でも通話はできます。（P.22）

■中止するとき
　→ 手順2の後、「浴室モニター停止」を選び、
■音量を変えるとき
　→ 手順2の後、「モニター音量変更」を選び、

　　▼▲で音量を変え、

浴室の様子を聞く
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沸き増しする

急な来客などで、ふだん以上にお湯を使うようなときは、手動でタンクのお湯を沸き増しできます。  
すぐには沸き上がらないため、早めに沸き増しすることをおすすめします。

■中止するとき

　→ もう一度

台所リモコン

沸き増しする1

タンクのお湯を手動で沸かすことができます。

■お湯の使用量の目安 

●  シャワー
　約50L～ 80L/ 回

● 洗面と台所
約20L～ 30L/ 家族 1人当たり

● お湯はり
　約180L/ 回  
　浴そうの大きさや使いかたによって変わります。

次の場合でも、タンクのお湯を利用します。
●保温  約 40L～ 60L/ 時間
 （湯量180L、ふたをしないで1時間に2人が入浴時）
●追いだき 約 60L～ 90L/ 回
 （湯量180L、37℃から42℃にしたとき）

お知らせ

沸き増し湯量を変更するときは、  
湯量を選び、

（100L、200L、300L、400L、500L、全量）
● 沸き増し湯量は42℃でお湯を使うときの目安です。
● お買い上げ時は、500Lに設定されています。
● 下記のお湯の使用量の目安を参考に設定してください。

● 100L～500L設定時は、設定湯量沸き増し後、自動解除します。
 条件により設定した湯量まで沸き増しせず、自動解除することがあります。（P.59）
●「全量」設定時は、24時間後、自動解除します。
 条件によりタンクいっぱいまで沸かさず、沸き上げ停止することがあります。（P.59） 

2

100L沸き増しするの
に約1時間かかります
(条件により時間が長く
なることがあります)

● が押されなかった
ときは、前回の設定湯量で
沸き増しをします。
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浴室リモコンでタンク沸き増しをやめるとき。

1

2 メニュー の 沸き増し中止 を選び、

2 メニュー の タンク沸き増し を選び、

1 を押して で操作

を押して で操作

沸
き
増
し
す
る

● 沸き増し湯量は台所リモコンで設定
した湯量になります。

● 沸き増し中は、台所リモコンの沸き増
しスイッチのランプも点灯します。

浴室リモコンでもタンクのお湯を沸き増しできます。

（浴室リモコン）

沸き増しする
タンク沸き増し

沸き増し中止
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沸き上げモードを変える

■省エネ推奨モード

実際に使ったお湯の量
を学習し、「おまかせ節
約」より多めに、最適
なお湯の量を自動で沸
かします。

● １日に使うお湯が足りないと  
予測したとき。

● お湯を一番使う時間帯に足り  
ないと予測したとき。

● お湯がなくなりそうになった  
とき。

■「おまかせ節約」ではお湯が足りない場合

実際に使ったお湯の量
を学習し、“我が家”に
合わせた最適なお湯の
量を、自動で沸かします。

● お湯がなくなりそうになったとき。

● 夕方、おふろなどに使うお湯が 
足りないと予測したとき。  
（午後5時以降）

タンクのお湯の沸かしかたには「おまかせ節約」と「おまかせ」の2通りの沸き上げモードがあります。
お買い上げ時には、「おまかせ節約」に設定されています。

お湯は、夜間に沸かすのが基本 足りないときは昼間も沸かす

1 を押して で操作

3▲▼で「沸き上げモード」を選び、
● ご使用開始後7日間は、下記の表示
が出ます。（「おまかせ節約」のみ）

4▲▼で「おまかせ節約」または「おまかせ」を選び、

モードを表示

2

夏場など、お湯の使用量が少ないとき、  
タンクいっぱいまで沸かさないことがあります。

（台所リモコン）

沸き上げ
モードを
変える

沸き上げモード

おまかせ

おまかせ
節約

メニュー の 沸き上げ設定 を選び、
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沸
き
上
げ
モ
ー
ド
を
変
え
る
／
昼
間
沸
き
上
げ
を
停
止
す
る

昼間沸き上げを停止する
その日はもうお湯を使わないとき、夜間時間までの沸き上げを停止できます。（当日のみ）

台所・浴室リモコン

「昼停止」
を確認して
ください。

▲で「タンク」を選ぶ

▲で昼間の沸き上げを停止する

1

2

21

●ご契約の電力制度の夜間時間帯までの沸き上げを停止します。（夜間時間帯になると自動解除します）
● 昼間沸き上げ停止中でも、沸き増しはできます。（P.24）
沸き増しをする場合、「昼停止」は取り消されます。

● 次のときは「昼停止」の設定ができません。
　・沸き増しスイッチで沸き増し中
　・ご契約の電力制度の夜間時間帯
　・沸き上げ休止中（P.48）

■「昼停止」を取り消すとき

　→ 手順2で、▼で「昼停止切」を選び、

● ピークカット中に「昼停止」した場合、表示が
「ピークカット」→「昼停止」に変わります。
（P.28）



28

ピークカット設定をする
電力需要量の多い時間帯に毎日節電をしたい場合、一定時間沸き上げを停止することができます。 

（台所リモコン）
ピークカット
ピークカット設定

1 を押して で操作

2 メニュー の 沸き上げ設定 を選び、

3▲▼で「ピークカット設定」選び、

4▲▼ ▲ ▼で開始時刻と終了時刻を合わせて、

■ピークカット設定の確認と変更
　→ 手順３の後、
　　「ピークカット　確認／変更」を選び、

■ピークカットの取り消し
　→  手順 3 の後、
　　「ピークカット　取消」を選び、

● 「ピークカット」中でも、沸き増しはできます。（P.24）
沸き増しが終了すると、「ピークカット」に戻ります。

● ピークカットで設定した時間帯は自動で沸き上げを行いません。（毎日）
お湯の使い方によっては、湯切れをする場合がありますので早めの沸き増しを
行ってください。

● 時刻は1時間単位で設定できます。
▼▲を押し続けると早送りできます。

● ご契約の電力制度の昼間時間帯の
範囲で設定できます。

設定時刻になると  が
表示されます。
（「昼停止」と同時に設定すると
「昼停止」が表示されます）

5
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時刻表示がずれているときは合わせてください。（思わぬ電気料金がかかることがあります）

1
2 リモコン設定 の 日時設定 を選び、

を押して で操作

6▲▼で「時」を合わせて、
夜の12時は「0:00」です。
▲または▼を押し続けると 
早送りできます。

5▲▼で「日」を合わせて、

4▲▼で「月」を合わせて、

7▲▼で「分」を合わせて、
▲または▼を押し続けると 
早送りできます。

3▲▼で「年」を合わせて、

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
設
定
を
す
る
／
設
定
を
変
え
る
（
リ
モ
コ
ン
設
定
）

設定を変える リモコン設定

（台所リモコン）

日時を
合わせる
日時設定

● 正しく日時を合わせても大幅にずれる場合は、お買い上げの販売店にご相談
ください。

●設定した時刻は、浴室リモコンにも同時に反映されます。



※ 音声とメロディー：音声とメロディー
 で案内します。

● メロディー ：メロディーのみで
  案内します。

● 切 ：音声案内しません。

30

設定を変える　　　　（つづき）リモコン設定

音声案内の設定を変えられます。

案内の音量を変えることができます。

※は、お買い上げ時の設定

1

3▲▼で設定を選び、

2 リモコン設定 の 音声案内 を選び、

（台所リモコンの場合）

1

3▲▼で設定を選び、
●  4段階に音量が変えられます。
（リモコンごとに設定できます）

※音量：2

2 リモコン設定 の 案内音量 を選び、

（台所リモコンの場合）

を押して で操作

を押して で操作

（台所リモコン）

（浴室リモコン）

音声の
設定を
変える
音声案内

案内音量



● 常時消灯時でも、50℃以上で給湯する場合は、安全のためバックライトが
点灯します。

● 画面表示部で「タンク」「ふろ」の画面を選んでいるときは、バックライトの
自動消灯はしません。

31

設
定
を
変
え
る
（
リ
モ
コ
ン
設
定
）

1

3▲▼で設定を選び、

2 リモコン設定 の 表示節電 を選び、

を押して で操作

リモコンやお湯を使っていないときに、画面表示部のバックライトが消灯します。

※は、お買い上げ時の設定

●10秒後消灯
※　1分後消灯
●  　5分後消灯
●   15分後消灯
●  30分後消灯
●  常時点灯
●常時消灯

● 設定した時間が過ぎると画面表示部
のバックライトが消灯します。

■台所リモコンの場合

※節電　入
●  常時点灯
●常時消灯

● 節電入のとき、浴室から人が出て約
5分経過すると、画面表示部のバッ
クライトが消灯します。（P.19）

■浴室リモコンの場合

（台所リモコンの場合）

（台所リモコン）

（浴室リモコン）

バックライト
を消して
節電する
表示節電
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設定を変える　　　　（つづき）リモコン設定

※は、お買い上げ時の設定

給湯量メーターを表示させない設定に変えられます。

1 を押して で操作

●給湯量メーターを「入」にしていても、通話中は表示しません。

3▲▼で設定を選び、
※入： 給湯栓の開閉時に、当日の使用湯

量を表示します。
● 切： 表示しません。

2 リモコン設定 の 給湯量メーター を選び、

（台所リモコンの場合）

（台所リモコン）

（浴室リモコン）

給湯表示の
設定を
変える

給湯量メーター

（台所リモコン）

HEMS設定

HEMSアダプターと接続する場合は「入」、接続しない場合は「切」を選んでください。

1 を押して で操作

2 メニュー の その他 を選び、

3▲▼で「HEMS設定」を選び、

4▲▼で設定を選び、
HEMSの登録と接続がされている
とき、「入」で が表示されます。

●入
※ 切



　　　

33※は、お買い上げ時の設定

設
定
を
変
え
る
（
リ
モ
コ
ン
設
定
）（
諸
設
定
）

諸設定

学習機能により、ヒートポンプの沸かしたてのお湯をタンクのお湯と一緒に使うことで、
効率の良いお湯はりを行います。　

1 を押して で操作

（浴室リモコン）

お湯はりサポート

2 諸設定 の その他 を選び、

3▲▼で「お湯はりサポート設定」を選び、

4▲▼で設定を選び、
※入
● 切

■ つぎの場合は、お湯はりサポートを行いません
● お湯はりサポートを「切」に設定しているとき。
● 学習機能により、給湯機が不要と判断したとき。
●  「沸き上げ休止」、「昼停止」、「ピークカット」を設定しているとき。（P.27、28）
●沸き上げ中のとき。
●タンクにお湯がないとき。
●浴そうに残り湯がある場合。
●ふろ自動運転でふろ設定温度を「水」にしているとき。（P.16）

「入」のとき、浴室リモコン
に  が表示されます。
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設定を変える　　　　（つづき）諸設定

（浴室リモコン）

たし湯の
設定を変える
自動たし湯

1 を押して で操作

■ お湯はり後の自動たし湯をやめるとき
　「切」を選ぶ3 ▲▼で設定を選び、

※ 入： お湯はり後、自動でたし湯
します。（ふろ保温中）

● 切： 自動でたし湯しません。  
お湯はり後、「保温のみ」が
表示されます。

2 諸設定 の 自動たし湯 を選び、

● ジェットバスなどの気泡ぶろのご使用で、水位が検知されにくい場合は
自動たし湯の設定を「切」にしてお使いください。

ふろ自動運転（P.16）の設定など、ふろ機能に関する設定を変えられます。

（浴室リモコン）

手動で配管
洗浄する
手動配管洗浄

設定温度のお湯を約10L流し、ふろ配管に残った湯水を洗い流します。
浴そうにお湯がないときに行ってください。

1
2 諸設定 の 手動配管洗浄 を選び、

を押して で操作

■中止するとき→

※は、お買い上げ時の設定



35

設
定
を
変
え
る
（
諸
設
定
）

1 を押して で操作

2 諸設定 の その他 を選び、

3▲▼で設定を選び、
●自動配管洗浄設定
●エコナビ設定
●お湯はりサポート設定
●ふろ凍結予防設定

■ 自動配管洗浄（P.44）設定をやめるとき
　「自動配管洗浄設定」・「切」の順に選び、

※入： 浴そうの排水後に、自動で
配管洗浄を行います。

●切 ：行いません。

■ エコナビ（エコナビ保温P.19）設定をやめるとき
　「エコナビ設定」・「切」の順に選び、

※入： 人がいないとき、浴そうの
湯温変化を学習して最適な
間隔で保温します。

●切 ： 15分ごとに湯温チェックを 
行い保温します。

■ ふろ配管の凍結予防運転（P.52）をやめるとき
　「ふろ凍結予防設定」・「しない」の順に選び、

※ す る ： 自動でふろ凍結予防運転
を行います。

● しない： “しない”に設定しても
貯湯ユニットが凍結する
温度になると、ポンプが
作動することがあります。

（浴室リモコン）

エコナビ
などの

設定を変える
自動配管洗浄設定

エコナビ設定

ふろ凍結予防設定

※は、お買い上げ時の設定
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「給湯ガイド」を見る
給湯についての便利な情報や、使いかたのアドバイスなどを表示します。

台所リモコン

給湯ガイドを表示する1

▲▼ ▲ ▼で確認したいガイドを選び、2

■1つ前の画面に戻るとき
　→ を押すたびに1つ前の画面に戻ります。
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「
給
湯
ガ
イ
ド
」
を
見
る

浴室リモコン

2 メニュー の 給湯ガイド を選び、

▲▼ ▲ ▼で確認したいガイドを選び、3

■1つ前の画面に戻るとき
　→ を押すたびに1つ前の画面に戻ります。

を押して で操作1
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「給湯ガイド」を見る（つづき）

● お湯の使用量は42℃に換算した湯量で表示します。このため、表示がタンクの容量
を超える場合があります。

1給湯ガイドを表示させ、  を選び、 （P.36、37）

● 表示される数値は目安です。
● 使用可能湯量が多くても、ふろ自動
や追いだきに時間のかかることがあ
ります。（P.16、20）

● 使用湯量には、追いだきや保温に
お湯を使った分も含まれます。

● 自動配管洗浄（P.44）や凍結予防
（P.52）でもお湯を使います。
● 混合水栓の「水側」やお湯側でも湯
温を「水」で使用した分、「さし水」
運転で使用した分は使用湯量に含ま
れません。

● 使用湯量は、0時00分から23時
59分までの数値です。（0時00分
に0Lになります）

2 ▲ ▼で項目を選ぶ

お湯使用量
使える
お湯の量
・

使った
お湯の量

使える湯量や使った湯量の目安を表示します。
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「
給
湯
ガ
イ
ド
」
を
見
る

● 使用開始から7日間は、「現在、学習中です…」と表示が出ます。学習が完了するまで、
そのままお使いください。湯切れしそうな場合は、早めに沸き増しをしてお使いくだ
さい。（P.24）

1給湯ガイドを表示させ、  を選び、 （P.36、37）

● ガイドに従って沸き上げモードを 
設定できます。（P.26）

日常のお湯の使用量を学習して、“我が家”に合った最適な沸き上げモードを表示します。

2 ▲ ▼で項目を選ぶ
● 停電したときは、節約回数が少なく
表示される場合があります。

1給湯ガイドを表示させ、  を選び、 （P.36、37）

エコナビによるおふろの保温（追いだき）の節約回数を目安として表示します。

おすすめ
モード

エコナビ

● 昨日までの1週間の節約回数を
表示します。

● 累計表示には当日の節約回数を
含みます。

●  累計表示は99999回を超えると
0回に戻ります。
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「給湯ガイド」を見る（つづき）

2▲▼ ▲ ▼で確認したい「上手な使い方」を選び、

3 ▲ ▼で項目を選ぶ

節約機能の紹介やお手入れの方法など、よくあるお問い合わせの内容をリモコンで 
見ることができます。

1 給湯ガイドを表示させ、  を選び、 （P.36、37）

上手な
使い方

■節約機能の紹介

（P.18）

（P.27）

（P.19）

（P.28）

（P.34）

（P.14、16）

（P.31）
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「
給
湯
ガ
イ
ド
」
を
見
る

■こんなとき ■故障かな？

（P.54）

（P.48、49）

（P.54）

（P.55）

（P.52）

（P.52）

（P.64、65）

 ※ 1　 電話番号を登録している
場合表示します。
（浴室リモコンには表示
されません）

 ※ 2　 ヒートポンプユニット
（P.9）を「室外機」と
表示します。

※1

（P.42）

（P.44）

（P.44、52）

（P.46）

（P.26）

（P.38）

（P.20、24）

※2

（P.15）

（P.14）

（P.20、63）

■使い方アドバイス

（P.15）

（P.42）

（P.8）

（P.27）
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お手入れする

● ひどい汚れは台所用（中性）洗剤を薄めて 
布に含ませ、ふいてください。

● ベンジン、シンナーなどの溶剤は使わないで
ください。（変形・変色の原因となります）

■取りはずして水洗いする

貯湯ユニットリモコン

はずす

● 浴そうフィルターは、左に
回すとはずれます。

● 取り付けるときは、▲印を
合わせ、右に止まるまで回
して取り付けてください。とめる

■からぶきまたは水ぶきする

直接、水をかけないで！

ひとセンサー
は強くこすら
ない

■  脚部化粧カバー（別売品）を取り付けている場合
● 配管のお手入れや点検、水抜きをするとき（P.49）などは次の要領で前カバーを取りはずしてから行っ
てください。

■ 取り付けは
　 前カバー上部の突起を本体に
差し込み、左右の穴（各3か所）
に前カバーのツメを合わせて
ネジ止めする。

 　（ 前カバーが金属製の場合、 
突起はありません）

■ 取りはずしは 
ネジ（左右各1本）をゆるめて、
前カバーを手前に引く。

前カバー

突起（樹脂製のみ）

● 側面や内側も水をかけなが
ら洗ってください。

● 特に、循環フィルターの表面
と内面は、歯ブラシなどで
こまめに洗ってください。
　 目詰まりすると、追いだき
をしてもお湯が熱くなりま
せん。

※ 体についた小さな繊維くず
などが浴そうフィルターを
通り抜けて製品内部に入り
込むと、追いだきなどの不
具合につながります。 
浴そうのお湯に浸かる前に
「かけ湯」をおすすめします。

循環フィルター
（網部）

浴そうフィルター（日常）
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■排水して、底の湯あかを押し流す
● 残湯量の表示目盛りが1つ以上減っているときに行ってください。（リモコン表示　　 ）
目盛りが少ないとき、比較的低温のお湯が排水されます。
（表示目盛りが全点灯のときは高温のお湯が出る場合があるため排水しないでください）
● 脚部化粧カバー（別売品）を取り付けている場合は、前カバーを取りはずしてから行ってください。（P.42）

1　7

3　6

3逃し弁レバーを
上げる

排水配管から
水が出始めたら
満水

5給水元栓※を開けて、
タンクを満水にする

開

6逃し弁レバーを
下げる

排水配管

2給水元栓※を閉じる

閉

4排水栓を開き、
約2分間排水後、閉じる

開

閉

● 熱いお湯が出ることが
あります。

● 排水中は逃し弁レバーを
下げないでください。

7漏電しゃ断器を
「入」にする

1漏電しゃ断器を
「切」にする

8混合水栓のお湯側を
開き、水（お湯）が
出ることを確認する

お湯側

開

● 空気の混じった水（お湯）
が出ることがあります。

排水口
お
手
入
れ
す
る

4
2　5

タンク（貯湯ユニット内）（年に2～3回）

※ 給水元栓が図の位置に取り付けられていない場合は
お買い上げの販売店にご確認ください。
（配管工事により、取付位置が異なる場合があります）
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お手入れする（つづき）

循環口
ふろ配管

■自動配管洗浄（浴そうのお湯を排水するたびに）
ふろ自動運転の後に、浴そうのお湯を排水すると、ふろ配管に残った
湯水を流して自動洗浄します。
● 循環口の上付近までお湯が減ると、約2分後に約10Lのお湯を流して 
自動洗浄します。

● お買い上げ時、「自動配管洗浄設定」は「入」になっています。  
「自動配管洗浄設定」を「切」にしたいとき。（P.35）
● 浴そうのお湯を排水するときは、必ずふろ自動運転を中止してください。
お湯が自動で足されるため、ムダになります。ふろ自動運転中に排水し
たとき、混合水栓からお湯はりを行ったとき、停電復旧後は、自動配管
洗浄しません。

■自動配管洗浄が完了すると…
●自動配管洗浄が完了すると「配管洗浄完了」を表示します。
● 「配管洗浄完了」表示は24時間後、自動的に消えます。
ふろ自動運転・追いだき・高温たし湯・たし湯・さし水・洗浄運転・
手動配管洗浄を行うときや停電復旧後も表示は消えます。

■手動配管洗浄
● 配管の洗浄は手動でも行えます。（P.34）
手動で行う場合は、浴そうにお湯がないときに行ってください。

■排水時に自動配管洗浄しない？
● 浴そうの排水までに自動配管洗浄が完了している場合があります。
「配管洗浄完了」が表示されます。

● 循環口付近までお湯が減った状態で、ふろ自動運転が終了したときは、自動配管洗浄しません。
「配管洗浄完了」は表示されません。

 ふろ自動運転終了後、また
は、ふろ自動運転を切にし
て、入浴中に循環口付近ま
でお湯が減ったとき。

 残り湯を使用中、循環口付
近までお湯が減ったとき。

洗濯機で
残り湯を使う
ときなど

配管洗浄完了 配管洗浄完了

「配管洗浄完了」

（浴室リモコンの表示）

ふろ配管（自動配管洗浄）
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■洗浄剤によるふろ配管洗浄（6か月に1回）
● 別売品の「ふろ循環回路洗浄剤」（品番AD-3755-2AH）をおすすめします。
● 市販の給湯機用ふろ釜洗い洗剤（1 つ穴用）もご使用いただけます。

準備： ①浴そうに十分お湯があるか確認する。
　（循環口から10cm以上）

 　● 残り湯も利用できます。
 ②浴そうに洗浄剤を入れる。

準備：  ①浴そうの水をすべて抜く。   
② 再び、浴そうに水をためる。
（循環口から10cm以上）

1 を押して で操作

1. 配管を洗う

2 諸設定 の 洗浄運転 を選び、

2. 配管をすすぐ

1「1.配管を洗う」の手順1、2を行う

2浴そうの水を抜き、浴そうと
浴そうフィルターを掃除する

● 汚れがひどい場合は、繰り返し洗浄運転を
行ってください。

お
手
入
れ
す
る

■中止するとき

　→ もう一度

（浴室リモコン）

（約20分で自動的に
完了します）

ふろ配管（洗浄運転）

洗浄剤
10cm
以上

ふろ配管

10cm
以上

ふろ配管



〈日常の点検〉
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点検する
安心してお使いいただくために、年に2～3回の点検を行ってください。

1通電中に漏電しゃ断器のふたを
開けて、テストボタンを押す

2漏電しゃ断器が「切」に
なるか確認する

3漏電しゃ断器を 
「入」にし、 
ふたを閉じる

漏電しゃ断器
テストボタン

2排水口または排水配管
からお湯が出ることを
確認する
（約10秒間）

3逃し弁レバーを 
下げ、お湯が止まる
ことを確認する

4ふたを閉じる

1ふたを開け、 
逃し弁レバーを上げる

漏電しゃ断器（作動点検） 逃し弁（作動点検）

〈日常の点検〉

〈日常の点検〉

吹出口

吸込口 
（側面・背面）

床面に水漏れ 
していませんか？
（集合住宅では階下へ
被害が及ぶおそれが 
あります）

吸込口や吹出口をふさいでいませんか？
（能力低下や故障の原因になります）

ドレンホースや排水経路が、ごみ、凍結などで 
詰まっていませんか？
（ヒートポンプユニットからの水漏れの原因になります）

お知らせ
● 沸き上げ運転中は、逃し弁レバーが下がっていても、
水からお湯になるときの膨張水が、排水口や排水配管
から排水されます。（故障ではありません）

お願い
● 逃し弁の点検中は、お湯を使用しないで
ください。（混合水栓やシャワーから熱い
お湯が出ることがあります）

● 脚部化粧カバー（別売品）を取り付けている場合は、前カバー
を取りはずしてから、点検してください。（P.42）

排水配管
排水口

4

2

1　3

近くにガス類の容器や引火物を 
置かない
（電気部品のスパークにより引火し、
発火の原因になります）

警告



47

点
検
す
る

2排水口または排水配管 
からお湯が出ていないか
確認する

●お湯が出ているときは
　→ 逃し弁レバーを数回上下に

動かし、お湯が止まるかを
確認する。

1リモコンに「沸上中」と
表示されていないことを
確認する

（水漏れ点検） 定期点検（推奨）について

消耗部品について
逃し弁、減圧弁は消耗部品です。使用水質によっては、3年程度で
消耗・劣化しやすい部品があります。
点検の結果、部品交換が必要な場合、お買い上げの販売店または 
工事店にご相談ください。

 減圧弁　　
使用水質によっては、減圧弁のダイ
ヤフラム（ゴム製）や弁摺動部にス
ケールが付着したり、弁座シート部
が磨耗して水漏れの原因になります
ので交換が必要です。

 逃し弁　
使用水質によっては、弁摺動部に
スケールが付着したり、弁座シー
ト部が磨耗して水漏れの原因にな
りますので交換が必要です。

お願い
● 上記の点検により作動不具合や水漏
れするときは、お買い上げの販売店
にご連絡ください。

排水口や排水配管から出る
お湯に触れない
（やけどの原因になります）

警告

逃し弁

減圧弁

家庭用ヒートポンプ給湯機を長期間にわたり、安全で快適にご使用
いただくために、逃し弁、減圧弁など3年に1回程度の専門技術者
による定期点検整備をおすすめします。
なお、給水用具（逆流防止装置）に関しては（社）日本水道協会発
行の「給水用具の維持管理指針」に示されている定期点検を3 年
に 1 回程度行うことをおすすめします。
お買い上げの販売店または工事店にご相談ください。

逃し弁、減圧弁など、設置条件、使用条件、特殊環境によっては 
劣化しやすい消耗部品があり、定期的な点検が必要です。
また、お湯の逆流を防止するための逆流防止装置が正常に機能して
いることを確認する必要があります。
長期間（10年程度）使用されている場合は、毎年「定期点検」を
お受けください。ただし補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り
後9年となっており、部品によってはご用意できない場合がありま
すので、ご容赦願います。

■ 定期点検整備について
●お申込み先 お買い上げの販売店
●点検整備内容    安全性の点検整備・システム機能の点検整備

（配管など）・消耗・劣化しやすい部品の交換

■ 定期点検整備の主な内容
項　　目 
据付状態の
点 検

機能部品の
点 検

清掃・整備　

点検整備の内容
 ● 配管接続部の水漏れ確認　  ● 電気絶縁チェック
● 配管保温材の確認　 ● 設置面の確認
● 逃し弁の水漏れ確認　● ポンプの点検　● 減圧弁の点検
● 給水しゃ断弁の点検（屋内用のみ）
● 電気部品（配線、導通）動作の確認　　　　
● タンク下部のスケール沈殿物の排出　● ストレーナー（フィルター）の清掃
 ● 機能部品の清掃　 ● ドレンの清掃
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一定期間使わないとき
旅行などで長期間使わないときは、沸き上げを休止できます。

タンクの沸き上げを休止する（1～15日間）

ふろ配管の
水抜きをする

● 休止中でも外気温が低い場合は、
ヒートポンプ給湯機の凍結予防のため
沸き上げ運転をします。

1 を押して で操作

3▲▼で「休止設定」を選び、

● 休止期間は
1～15日間
の設定ができ
ます。

4

2 メニュー の 沸き上げ設定 を選び、

● 1日間に設定すると、夜間時間帯まで沸き上げを休止します。
（ 時刻は電力契約により異なります）

■休止期間を変えるとき→ 手順3の後、「期間変更」を選び、
       休止期間を変更して、

■中止するとき → 手順3の後、「休止取消」を選び、

● 次回使用日の
前夜から沸き
上げを再開し
ます。

5▲▼で休止期間を合わせて、

（台所リモコン）

沸き上げを
休止する
休止設定

貯湯ユニット
・

ヒートポンプ
ユニットの
水抜きをする
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電源を切っておくときは、ヒートポンプユニットやタンク、配管の凍結による破損、水漏れの防止のため、水抜
きをしてください。長期間（１か月以上）使わないときも、タンク内を清潔に保つため、水抜きをしてください。
水抜きは、０℃以下の環境下では排水中に凍結するおそれがあるため、０℃を超える環境下で実施してください。
 脚部化粧カバー（別売品）を取り付けている場合は、前カバーを取りはずしてから行ってください。（P.42）

1

2 配線用しゃ断器（ブレーカー）と
漏電しゃ断器を「切」にする

3 貯湯ユニット内のお湯をすべて排水する

4 配管などに残った水を抜く
 ⑨ 貯湯ユニットのすべての水抜き栓と非常用取水栓
（P.9）を左に回してゆるめ、ストレーナーは、はずす。
⑩ ヒートポンプユニットの水抜き栓（3か所）
をゆるめる。（抜かないでください）
●配管途中に水抜きバルブが取り付けられ
　ているときは、すべて開いてください。
● 水抜きバルブは、工事により取付位置が
異なります。不明なときはお買い上げの
販売店にご確認ください。

5 排水口や排水配管から水が出なくなったら
⑪ 貯湯ユニットのすべての水抜き栓と非常用取水栓を閉じ、スト
レーナーを取り付ける。（イラストのつまみの向きは、一例です）

⑫ ヒートポンプユニットの水抜き栓（3か所）を閉じる。
●配管途中の水抜きバルブを開いたときは、閉じてください。

⑬ 排水栓を最後に閉じる。（故障の防止）
⑭ 逃し弁レバーを下げる。
● 水抜きをしたときは、凍結予防ヒーターの電源プラグを抜いておいてください。（P.53）

① 混合水栓のお湯側と水側を開き、お湯が出なくな
るまで出す。必ず水を混ぜてぬるめのお湯にして
から排水してください。（タンク内を水にする）

② 混合水栓の水側を閉じる。
③ 給水元栓※を閉じる。
④ 逃し弁レバーを上げる。
⑤ 排水栓を開く。排水中は逃し弁レバー
を下げない。（タンク破損のおそれ）

⑥ 排水配管から、水が流れ出なくなったことを確認する。
（約80分かかります）
⑦ 少量の残り水があとから出ないことを確認するため、
さらに約1時間お待ちください。

⑧混合水栓のお湯側を閉じる。

水抜きをする（1か月以上使わないとき）

● ポンプが作動し、配管に残っている水を浴そうに排水します。

ストレーナー
（フィルター）

非常用取水栓（灰色）

混合水栓

 再びご使用になるときは、「タンクのお湯（水）を抜いたとき」（P.50）に従ってください。

ブレーカー

漏電しゃ断器

閉

※ 給水元栓が図の位置に取り付けられていない
場合はお買い上げの販売店にご確認ください。
（配管工事により、取付位置が異なる場合があります）

開

3か所
閉

お湯に触れない
（ 熱いお湯が出たとき、
やけどの原因になります）

警告

一
定
期
間
使
わ
な
い
と
き

④ ⑭

⑧

①
②

⑬

⑨ ⑪

⑩ ⑫

③

⑤
⑥ ⑦

浴そうを空にして
ふろ配管に残った
水を抜く
（浴室リモコン） を押して停止

 循環口から水が
出なくなったら…
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タンクのお湯（水）を抜いたとき

2. ヒートポンプユニットの空気を抜く

タンクのお湯（水）を抜いたときは、タンクを満水にして配管内の空気抜きの後、水を沸き上げる必要があります。
タンクを満水にしないと故障の原因となり、使用できません。

● ヒートポンプユニット内の「空気抜き」を確実にしないと、ヒートポンプ
給湯機が故障する原因となります。

● 脚部化粧カバー（別売品）を取り付けている場合は、前カバーを取りはずして
から行ってください。（P.42）

※ 給水元栓が図の位置に取り付けられていない場合はお買い上げの販売店に 
ご確認ください。（配管工事により、取付位置が異なる場合があります）

ヒートポンプ 
ユニット

1
2

水抜き栓（3か所）を開く

水抜き栓（3か所）を閉じる

● 1回転以上回して、１分以上水が
出ることを確認してください。 
水抜き栓は抜かないでください。

ヒートポンプユニット

5 逃し弁レバーを
下げる

3逃し弁レバーを
上げる

1

2

4

排水栓を
「閉」にする

給水元栓※を
「開」にする

排水口または排水 
配管から、水が出る 
ことを確認する
（連続で水が出始めたら満水。 
約 30～ 40分かかります）

開

貯湯ユニット

3　5

2

1
4

6
● お湯の出し方は混合水栓の
タイプで異なります。

混合水栓のお湯側を
開き、水が出るのを 
確認して閉じる

お湯側

開

1. タンクを満水にする



4. 配管内の空気を抜く
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1 を押して で操作

貯湯ユニット
配線用しゃ断器
（ブレーカー）1

2

配線用しゃ断器
（ブレーカー）を
「入」にする

漏電しゃ断器を
「入」にする

台所リモコン

混合水栓

貯湯ユニット

● タンク全量沸き上がるのは翌朝です。
● すぐに使いたいときは、手順1～4の後、 を

押してタンクにお湯がたまるのをお待ちください。（P.24）

4お湯側を開き、
連続的に水が出始めたら閉じる

（台所リモコン）

2 メニュー の その他 を選び、

3 ▲▼で「空気抜き」を選び、

（ 約 5分で終了します）

3. 電源を入れる

タ
ン
ク
の
お
湯（
水
）を
抜
い
た
と
き

お願い
●  必ず、タンクを満水にして
ください。
ヒートポンプユニットの
空気抜きが完了している
ことを確認してから電源
を入れてください。
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凍結のおそれがあるとき
外気温が0℃以下になると、ふろ配管が凍結するおそれがあるため、浴そうにお湯を残しておいてください。
ふろ配管の凍結予防運転を自動で行います。

● 入浴後排水をせず、おふろにお湯を残しておきます。 
（循環口から10cm以上）
● お湯や水がない場合は、水をはってください。
（水がないと循環口から水が出たり、30分おきに作動音がします）

外気温が約3℃より低くなると、自動的にポンプが作動し、ふろ配
管に浴そうのお湯（水）を循環させます。さらに外気温が低くなると、
タンク内のお湯を使用して凍結予防します。このため使用湯量が 
増えます。（P.38）

●ふろ凍結予防運転中は、浴室リモコンの
　画面に表示が出ます。
●ふろ自動運転中も、ふろ凍結予防運転を
　することがあります。

●  凍結予防運転中はポンプが作動し、音がします。

■ふろ凍結予防運転が自動で働くのを止めるとき
　→ 「ふろ凍結予防設定」を「しない」にする。（P.35）

1浴そうにお湯や水をはったままにする

10cm
以上

循環口
ふろ配管

● ふろ凍結予防設定を「しない」にしていても、0 ℃以下になるとポンプが作動して、
浴そうに水が出てくることがあります。

● 漏電しゃ断器は
切らないでくだ
さい。

■ヒートポンプ給湯機の凍結予防運転（自動で行います）
● 外気温が約3℃より低くなると配管の凍結予防のため、ポンプを作動させます。ポンプが作動しても
配管温度が上がらないときは自動的に沸き上げ運転を行い、凍結予防します。

● 漏電しゃ断器は切らないでください。
●不凍水抜き栓による凍結予防工事がされている場合は、お買い上げの販売店に凍結予防方法を確認してください。
● ヒートポンプユニットの周囲に積雪などの障害物がある場合は取り除いてください。

■給水・給湯配管の凍結防止
  外気温が0℃以下になると、凍結予防の工事を行っていても、
配管が凍結することがあります。このようなときは、リモコン
で湯温を「水」に設定して給湯栓を少し開いておいてください。

給湯配管

給水配管

給水栓給湯栓

開

●   1 分間に200ml 程度出るように給湯栓
を開けてください。

▼で湯温を「水」
に設定する。
（P.14）

浴そうに、お湯（水）を残しておくと、ふろ配管の凍結予防を自動で行います。

ふろ配管の
凍結予防を
する
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凍
結
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

●  配管は断熱材で覆われています。断熱材が破損していると凍結するおそれがあります。破損している場合や、
配管が断熱材から露出している場合は、お買い上げの販売店にご連絡ください。

1すべてのヒーターの電源プラグをコンセントに差し込む

凍結予防ヒーター

電源プラグ

● 外気温が低くなると自動的に凍結予防ヒーターに通電して配管の凍結を予防します。
● 凍結のおそれがあるときは、すべての凍結予防ヒーターに通電してください。 
● 停電中、凍結したときは停電復旧後、凍結予防ヒーターに通電して解凍します。
● 凍結するおそれのない季節は、電源プラグを抜いてください。
● 長期不在などで水抜きをしたときは、電源プラグを抜いておいてください。

お願い

● プラグの数やコンセントの位置は工事に
より異なります。

凍結のおそれがあるときは電源を切らない 
（配管などが凍結して破損することがあるため、
水漏れの原因になります）
電源を切るときは、水抜きをしてください。 
（P.49）

注意

凍結予防
ヒーターを
使う

冬季に外気温が0℃以下になる地域では、配管に断熱工事が施工されていても凍結します。
各配管に市販の凍結予防ヒーターを巻いて、配管を加温することで凍結を予防してください。 
※凍結するおそれのない場合は、ヒーターは巻かれていません。不明なときはお買い上げの販売店にご確認ください。
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1給水元栓を閉じる

断水したとき・停電したとき

脚部化粧カバー（別売品）を取り付けている場合は、前カバーを取りはずしてから
行ってください。（P.42）

断水したときは、給水元栓を閉じてください。復旧後はお湯を使う前に、汚れた水を出してください。

閉

1混合水栓の水側を開けて、水を十分出す

復旧後は、お湯を使う前に、断水中に配管にたまった汚れた水を出してください。

● 断水中は、給湯やお湯はり、追いだきができません。
● 給水元栓を閉じないと、タンクのお湯や水が濁る場合があります。断水復旧後にお湯
や水の出る勢いが小さくなる場合があります。

● 汚れた水が出なくなれば、閉じてください。

2給水元栓を開ける

 給水元栓が図の位置に取り付けられて 
いない場合はお買い上げの販売店に 
ご確認ください。（配管工事により、 
取り付け位置が異なる場合があります）

水側

断水した
ときは

復旧した
ときは

タンクのお湯は使えますが、必ず蛇口などの湯温を確かめてからご使用ください。
お湯はりや保温などはできません。
● お湯の温度調節ができないため、高温のお湯や水が出る場合があります。
● 冬場など水温の低いときは、湯温が低くなる場合があります。
●タンクのお湯がなくなった後は水が出ます。

停電が復帰したとき、決定スイッチを押すと停電前の画面表示に戻ります。 
（給湯機の時刻や沸き上げモードは記憶されています）
●リモコンの時刻表示が正しいことを確かめてお使いください。

停電した
ときは
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断水や停電中は、市販のホースを接続して、タンクの水を生活用水として使えます。（飲用は避けてください）

1漏電しゃ断器を「切」にする

2給水元栓を閉じる

3逃し弁レバーを上げる

4市販のホースを非常用
取水栓に差し込む
● 推奨品：
網入り水道用ホース
（内径15mm）

■使用後は

■断水が復旧したときは
　「タンクのお湯（水）を抜いたとき」（P.50）に従ってタンクを満水にしてください。

脚部化粧カバー（別売品）を取り付けている場合は、前カバーを取りはずしてから行って
ください。（P.42）

5お湯（水）を出す

6お湯（水）を止める
ダイヤルを持ち、右に回す。

7 逃し弁レバーを下げる

● 凍結のおそれがある場合は、漏電しゃ断器を「入」に戻してください。

閉

お湯に触れない
（熱いお湯が出たとき、やけどの原因になります）警告

非常用
取水栓
（灰色）

1

3　7

2

断
水
し
た
と
き
・
停
電
し
た
と
き

タンクの水を
生活用水に
使う

ダイヤルを持ち、左に回す。
（ホースがはずれないよう注意する）
● お湯（水）を出している間は逃し弁
レバーを下げないでください。
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故障かな？
こんなときは ここをご確認ください

お
湯
の
温
度

お湯がぬるい
（設定した温度にならない）

給湯・シャワーの
湯温が上がらない 

湯温が上下したり
水になったりする

●給湯温度の表示は目安です。
　・配管の放熱により、設定温度よりも低くなることがあります。
　・タンク内の湯温が低いときは設定温度にならないことがあります。

●配管内に残っている水が出てくることがあります。
　→お湯が出るまで、しばらくお待ちください。

●サーモスタットタイプの混合水栓使用時に混合水栓側の設定温度まで
　上がらないときは、リモコン側の給湯温度を10 ℃以上高めに設定して
　ください。（P.15）
●1か所のみ湯温がおかしいときは、混合水栓の故障の可能性があります。
　お買い上げの販売店にご相談ください。
●混合水栓で湯側の量が少ないとき。
　→リモコンに「給湯中表示」が出ていることを確認してください。
　　（P.11、13）

●次の場合が考えられます。
　・お湯はりやたし湯、高温たし湯と給湯を同時に行ったとき
　・お湯の出したり止めたりをくり返したとき
　・2か所以上でお湯を使用したとき
　・シャワーを確実に止めずに、再びシャワーを出したとき
　・沸き上げ中にお湯を使用したとき
　・水道の圧力が変動しているとき　
　・台所などで少ししかお湯を出していないとき（水になります）
　　→リモコンに「給湯中表示」が出ていることを確認してください。
　　→「給湯中表示」が出たり消えたりしているときは湯温が上下します。（P.11、13）

給
湯

お湯の出が悪い

お湯が出ない

●リモコンの給湯温度を60 ℃に設定し、水と混ぜてご使用ください。（P.14）
　混合水栓のタイプによっては、蛇口を全開にしてもお湯の出が悪いことがあります。

●ガス（石油）給湯機と比べると、若干お湯の出が弱くなります。
　→水道の圧力を減圧して一定の水圧に調整しています。

●給水元栓が閉じていませんか？→開いてください。（P.50）
●断水していませんか？→復旧したら処置をしてください。（P.54）
●給水配管が凍結していませんか？
　→凍結が解消するまでお待ちください。
　　凍結のおそれがあるときは。（P.52、53）

●ふろ自動運転中など、給湯以外でお湯を使用中は、蛇口やシャワー
　から出るお湯の量が少なくなることがあります。

●貯湯ユニットの給水口のストレーナー（フィルター）にごみなどが
　詰まっていませんか？
　→次の手順で掃除を行ってください。
　　1. 漏電しゃ断器を「切」にした後、「一定期間使わないとき」に従って
 タンクのお湯をすべて排水する。（P.49）
　　2. ストレーナーをはずし、網を掃除する。
　　3. ストレーナーを閉じ、「タンクのお湯（水）を抜いたとき」（P.50）
　　　 に従って再びご使用ください。
　※掃除後もお湯の出がよくならない場合は、お買い上げの販売店に
　　ご連絡ください。
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故
障
か
な
？

ふろ湯量が
いつもと違う

●残り湯がある状態でお湯はりしていませんか？

●浴そうの栓がゆるんでいませんか？

●お湯はり開始の後で浴そうの栓をしていませんか？

こんなときは ここをご確認ください

ふ
ろ
（
お
湯
は
り
）

お湯はり（ふろ自動運転）が
勝手に中止された

●再度「ふろ自動」を押して、運転を再開してください。（P.16）
　停電が約30 分以上続くと、ふろ自動運転が中止されることがあります。

追いだきしても熱くならない

追いだきやふろ保温に
時間がかかる

●もっと熱くしたいときは、もう一度押してください。（P.20）
　お湯の温度が設定温度よりも低いときは、追いだきスイッチを押し
　ても、設定温度以上に熱くなりません。
●浴そうフィルターを掃除してください。（P.42）
●タンクのお湯が多くても、お湯が熱くないと追いだき時間がかかります。
　「沸き増し」をしてください。（P.24）

●タンクのお湯が熱くないと追いだきやふろ保温に時間がかかります。
　「沸き増し」をしてください。（P.24）
●ピークカット中や昼停止中は、沸き上げを行えないので追いだきに
　時間がかかる場合があります。「沸き増し」をしてください。（P.24）

お湯はり完了時刻が
予約した時刻とずれる

ふろ温度や湯量が
設定とずれる

ふろ湯量を
少なめに設定できない

●予約時刻より早くお湯はりが完了するようになっていますが、浴そう
　の残り湯の状態や水圧等の条件により前後します。

お湯はり中、浴そうにお湯が
入ったり、止まったりする

●故障ではありません。
　湯温や湯量をチェックしながら、お湯はりします。

●お湯はり中に「ふろ自動」を入／切したとき、たし湯・高温たし湯・
　さし水をしたときは、ふろ温度が低くなったり、ふろ湯量が多くなったり
　することがあります。

●設定したふろ温度、湯量の表示は目安です。浴そう内の温度は、
　配管の放熱や浴そうに冷やされて低くなることがあります。

●残り湯が循環口より低い水位のとき、ふろ湯量が多くなったり、
　あふれたりすることがあります。

●浴そうが大きい場合や循環口の位置が高い場合、最少湯量を100L 
　など少なめに設定できないことがあります。（P.17）

●お湯はり完了前に入浴すると設定した湯温や湯量にならないことがあります。

「タンク残り湯少、」／
「タンク湯切れ、」と
「ふろ自動待機中。」／
「追いだき待機中。」
 を交互に表示する

●タンクのお湯が足りないため、ふろ自動や追いだき運転が
　いったん停止しています。
　→自動で沸き上げを開始しますが、この後もお湯をたくさん使うとき
　　は沸き増しスイッチを押してください。
　　昼間沸き上げを停止設定にしているときやピークカット中は、自動
　　で沸き上げを開始しません。（P.27、28）

●沸き上げモードを「おまかせ節約」に設定している場合は、
　「おまかせ」にしてください。（P.26）
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故障かな？（つづき）
こんなときは ここをご確認ください

配
管
洗
浄

ふろ自動「切」なのに
勝手にお湯が足される

●浴そうの循環口付近までお湯が減ると、自動配管洗浄のため、お湯が
　出てきます。（P.44）
（浴室リモコン画面に「配管洗浄完了」を表示します）

自動配管洗浄しない
（浴室リモコン画面に
「配管洗浄完了」表示なし）

自動配管洗浄しない
（浴室リモコン画面に
「配管洗浄完了」表示あり）

●残り湯を洗濯などに使用して、浴そうの循環口付近までお湯が減って
いると、すでに自動配管洗浄している場合があります。（P.44） 
一度動作する と、その後は排水しても自動配管洗浄を行いません。

●自動配管洗浄設定が「切」になっていませんか？（P.35）
●混合水栓からお湯はりを行ったときは、自動配管洗浄しません。（P.44）
●停電復旧後は、自動配管洗浄しません。（P.44）
●ふろ自動運転中は、自動たし湯設定が「切」の場合、入浴中に浴そう 
のお湯を使い浴そうの循環口付近までお湯が減ると、排水しても自動
配管洗浄が動作しない場合があります。
●ふろ自動運転中に浴そうのお湯を排水すると自動配管洗浄しない場合
があります。（P.44）
●ふろ凍結予防運転中に浴そうのお湯を排水すると自動配管洗浄しない
　場合があります。

ふ
ろ
（
お
湯
は
り
）

追いだきが
短時間で止まる

自動たし湯しない

●浴そうフィルターの掃除をしてください。（P.42）

●お湯が循環口から10cm以上ない場合、追いだきできません。
　約7分後に追いだきランプが消灯します。（P.20）
●断水、給水元栓が閉じている、給水配管が凍結している場合などは、
　追いだきできません。（P.50、52、54）
　復旧後は、たし湯をしてから追いだきしてください。

高温たし湯をしても
熱い湯が出ない

高温たし湯できない

循環口から冷たい水が出る

●お湯が減ってもすぐに自動たし湯しないことがあります。
●「ふろ保温時間」を「0 時間」に設定していませんか？（P.18）
　お湯はり完了後、ふろ自動運転は停止し、たし湯も行いません。

●「自動たし湯設定」を「切」にしていませんか？（P.34）

●タンク内の湯温が低いときは、高温のお湯が出ません。（P.21）

●循環口から10ｃｍ以上お湯がないと高温たし湯できません。（P.21）

●開始後しばらくは、配管内に残っている水が出てくることがあります。
 （追いだきやたし湯、ふろ保温中）
●外気温が低いとき、ポンプが作動して冷たい水が出てくることがあります。
 （凍結予防運転中）（P.52）

人がいないのに保温している
（エコナビ保温中）

●浴室内に人がいないときでも、浴そうの湯温が約1℃以上、下がると、
　保温します。

お湯が出ない ●ふろ配管が凍結していませんか？
　→凍結が解消するまでお待ちください。
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お湯が足りない
（「おまかせ節約」のとき） ●沸き上げモードを「おまかせ」にしてください。（P.26）

こんなときは ここをご確認ください

残
湯
量
表
示

朝になっても
タンクのお湯が
いっぱいにならない
（残湯量表示が
　すべて点灯しない）

お湯がタンクいっぱい
なのに沸き上げをする

●「おまかせ節約」に設定している場合は、お湯をあまり使わない日が続くと、
　タンクいっぱいまで沸かさずにお湯を節約します。（P.26）

●冬季に外気温が低く、ヒートポンプユニットの能力が低下するときは、
　夜間にタンクいっぱいに沸き上がらない場合があります。

●夜間（沸き上げ運転中）にお湯を多く使うと、タンクいっぱいに沸き
　上がらない場合があります。

●沸き上げ運転中に長時間の停電が起こると、タンクいっぱいに沸き
　上がらない場合があります。

●毎日の使用湯量が多いご家庭の場合は、次に使う分のお湯を確保する
　ため、すぐに沸き上げする場合があります。
●追いだきに使うお湯が多いと沸き上げする場合があります。（P.20）　

沸
き
上
げ
・
沸
き
増
し

お湯があまる
（「おまかせ」のとき）

夜になっても
沸き上げをしない

夜間時間帯の終了時刻より
も早く沸き上げが終わる

お湯がなくなった、なくなりそう

沸き増し湯量の設定を変更
しても増えない（減らない）

●沸き増し湯量を選び　　　スイッチを押しましたか？（P.24）

●少なくしたいときは、沸き上げモードを「おまかせ節約」にして
　ください。（P.26）

●朝方に沸き上がるように水温や残湯量によって沸き上げ開始時刻を
　調整するためです。

●前日の残湯量が多かったときは、早く沸き上げを完了することがあります。
●冬季など外気温が低い場合は沸き上げ終了時刻が前後することがあります。

●沸き増しスイッチを押してください。（P.24）

停電復旧後や修理後、夜間
の沸き上げ湯量が変わった

●沸き上げモードの設定が変更になっていないか確認してください。
●沸き上げの学習は15日間以上電源を切っていたとき、修理時などは
初期化されます。
　7日間で再度学習しますので、そのままお使いください。

設定した湯量まで沸き増し
せず自動解除する

沸き増ししても
タンクいっぱいまで沸かない

●ほとんどお湯を使わずに、浴そうに残り湯がある状態で追いだきや
　ふろ自動などを行った場合、ヒートポンプ給湯機の特性上、新たに
　沸き上げできない場合があります。そのため、残湯量表示が全点灯に
　ならないことや、設定した湯量まで沸き増しせず自動解除することが
　あります。（P.24）
●使用可能湯量の表示は、目安であり、設定した湯量分増えないことがあります。

お湯の使用量が
少ないのに湯切れする

●ふだんお湯の使用量が少なく、数日おきにお湯はりするご家庭では、
　お湯はりする日に湯切れする場合があります。
　→沸き上げモードを「おまかせ」に変更してください。（P.26）
　→早めに「沸き増し」してください。（P.24）

ピークカット中や「昼停止」
設定なのに、昼間沸き上げる

沸き上げ休止中なのに
沸き上げする

●ヒートポンプ給湯機の凍結予防のため、外気温が低い場合は、沸き
　上げをすることがあります。（P.52）
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故障かな？（つづき）

追いだき中、残湯量表示が
すぐに減る

●「おまかせ」に設定してください。
 「おまかせ節約」設定時、タンク内の湯温が低い場合など追いだきを
 すると、すぐに残湯量表示が減ることがあります。

こんなときは ここをご確認ください

残
湯
量
表
示

お湯を使っていないのに
残湯量表示が減る

●ふろ保温や追いだきをしていませんか？
　タンクのお湯を使って温めるため、表示は減ります。（P.20）
●お湯を使わなくても、タンクの放熱により湯温が下がり残湯量表示
　が減ることがあります。
●自動配管洗浄では約10Lのお湯を使用します。

残湯量表示の減りかたが
早い／遅い

●給水温度により使えるお湯の量は変化します。冬場、給水温度が低
い場合は残湯量表示の減りかたは早く、夏場、給水温度が高い場合
は、遅くなります。
●タンクに残ったお湯は、お湯の温度が低くても、ヒートポンプ給湯機
の特性上、新たに沸き上げません。前日のお湯の使用量が少なく、
タンクにお湯が残った場合などは、タンクのお湯の温度が低いため
に、42℃換算での当日の残湯量表示の減りかたが、早くなります。

給
湯
ガ
イ
ド
（
お
湯
使
用
量
）

使用可能湯量が前日より
減った／増えた

●使えるお湯の量は、使用した湯量を学習しながら変化します。
●タンクに残ったお湯は、お湯の温度が低くても、ヒートポンプ給湯機
の特性上、新たに沸き上げません。前日のお湯の使用量が少なく、
タンクにお湯が残った場合などは、タンクのお湯の温度が低いため
に、42℃換算での当日の使用可能湯量は少なくなります。

使用可能湯量があるのに
ふろ自動運転や追いだきが
できない

●使用可能湯量は42℃に換算した湯量を表示しています。　
　タンクに使えるお湯が十分あっても、タンクの湯温が低いときは、
ふろ自動運転や追いだきが待機することがあります。

使用可能湯量があるのに
熱いお湯が出ない

高温たし湯で熱いお湯が出ない

●使用可能湯量は42℃に換算した湯量を表示しています。
　タンクに使えるお湯が十分あっても、タンクの湯温が低いときは、
高温のお湯が出ません。

表示される使用湯量とお湯
はり湯量が一致しない

●お湯はりの温度は設定した温度より少し高めにしています。  
そのため、42℃でお湯はりを行っても、表示される使用湯量は実際の
お湯はり湯量よりも多くなることがあります。

使用湯量の数値が給湯量
メーターで表示される数値
と一致しない

●使用湯量には、おふろの追いだきや保温で使用した湯量を含みます 
が、給湯量メーターには含まれません。そのため表示される数値が 
異なります。（P.15、38）

お湯を使っていないのに
使用湯量が勝手に増えた

使用パターンで、お湯を
使っていない時間帯に
グラフ表示されている

●自動配管洗浄や凍結予防運転などでも、タンクのお湯を使うため使用
湯量に含まれます。また使用パターンにも表示されます。（P.38）

お湯が残っているのに、
沸き上げをする

●ふろ自動運転中は、保温のため沸き上げ運転をする場合があります。
●おふろにお湯はりすることを予測して、昼間に沸かすことがあります。
　→その日、お湯を使う予定がない場合は、「昼停止」で、その日の沸き
　　上げを止めることができます。（P.27）
●ヒートポンプ給湯機の凍結を予防するために、沸かすことがあります。
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こんなときは ここをご確認ください

リ
モ
コ
ン

浴室リモコンが
操作できなくなった

リモコンに
何も表示されない

●誤操作防止のロックがかかっていませんか？
　→ロックを解除してください。（P.17）

リモコンが勝手に消灯する ●表示節電設定をしていると設定時間後、節電のためバックライトが
　消灯します。

バックライトがすぐに点灯しない ●待機電力の節電のため、点灯に約1秒ほどかかります。お待ちください。

リモコンが勝手に点灯する ●浴室リモコンのバックライトが消灯していても、自動配管洗浄中は点灯
　して案内表示が出ます。

●落雷などでリモコンが一時的に（約10秒間）消灯することがあります。

通
話（
浴
室
モ
ニ
タ
ー
）

音
声

雑音が混ざる、
一瞬途切れる

音声案内をしない

「キーン」という
  大きい音がする

「プッ」と音がする

●故障ではありません。
　機器の設置状況や使用環境（換気扇やシャワー）などによって起こる
 ことがあります。

●異常ではありません。
　本体とリモコンが通信しているときに、音がすることがあります。

●リモコンから20cm 以内に物を置くと、通話が途切れることがあります。

●通話中は音声案内を行いません。
●音声案内を「切」にしていませんか？（P.30）

通話中、ラジオ放送が
聞こえる

●異常ではありません。
　ラジオの送信所が近くにある場合、ラジオ放送が聞こえること
　があります。

音声が小さくなった
●案内音量の設定を高くしてください。
●スピーカー部（P.12）に水がたまると音声が小さくなることが
　あります。水をふき取ってください。（浴室リモコン）

●通話音量、モニター音量を下げてください。（P.22、23）
　台所リモコンと浴室リモコンの設置場所が近い場合などに生じること
　があります。

浴室に入っても、エコナビ
ランプが点灯しない

●エコナビ設定が「入」になっていますか？（P.35）
●ふろ保温中以外は点灯しません。

人がいないのに浴室リモコン
のバックライトが勝手に
点灯する

●浴室の扉を開けたままにしておくと、人が通るたびに、ひとセンサー
　が検知して、バックライトが点灯することがあります。

入浴中なのに、浴室リモコン
のバックライト表示が消えた

●リモコンの取付位置が高い場合や、約5分間浴室内で人が動かないで
　じっとしている場合など、人がいないと判断して、バックライトが消える
　ことがあります。
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そ
の
他

浴そうの水やタイルが青くなる

お湯から油が出る、
お湯がくさい

●給湯水に含まれている銅イオンによるものです。人体に害はありません。（P.8）

●初めて使用するときは、配管工事のときの油や臭いがお湯に混じる
　ことがありますが、しばらくすると消えます。

水栓などを交換する
ときは…

●給水元栓を閉じても、貯湯ユニット内のお湯が出ることがあります。
　水栓やパッキンなどを交換する場合は、お買い上げの販売店にご相談
　ください。

お湯が白く濁っている ●異常ではありません。
　水中に溶け込んでいる空気が細かい泡となっているためです。

貯湯ユニットから
音がする

ヒートポンプユニット
から音がする

●お湯はりや沸き上げ運転以外のときにも動作確認のモーター音がすることがあります。

●凍結予防運転で、お湯を循環させるためにポンプが自動的に作動します。
　→循環口から10cm以上、浴そうに水をはってください。（P.52）
　※凍結予防運転を「しない」に設定していても作動することがあります。

●沸き上げ運転中や凍結予防運転中、音がします。
●冬季など、外気温が低くなると運転音が大きくなることがあります。
●霜を取るために運転音がします。（運転、停止を繰り返します）

お湯や水を止めたとき、
衝撃音（「ゴン、コン」という音）
がする

●水圧が高い地域で発生します。
　→水撃防止装置を取り付けるか、水撃低減機構付シングルレバーの
　　混合水栓を使用するなどで対応することができます。
　　お買い上げの販売店にご依頼ください。

●お湯はり中や沸き上げ運転中、配管洗浄中など、ポンプ作動時には
　音がします。
●お湯はり開始後、浴そう内に水がない状態で何度かポンプが作動し
　ます。そのとき、大きめのポンプ音がしますが異常ではありません。
●お湯はり完了後は自動で保温を行うためポンプ音がします。

本
体
・
運
転
音

ヒートポンプユニットから
水や蒸気が出る

貯湯ユニットの
排水口・排水配管から
水が漏れる

●異常ではありません。
　結露した水や霜取りをしたため、水や蒸気が出ます。

ヒートポンプユニット底面
から水が漏れている

●ドレンホースに波打ちや上り勾配があると、ほこりなどが詰まり、
　水漏れの原因になることがあります。お買い上げの販売店にご相談ください。
●外気温や湿度によって、底面に結露することがあります。

ヒートポンプユニット背面
が霜で白くなる ●冬季は運転中に霜がつくことがあります。

●沸き上げ中以外（リモコンの「沸上中」消灯時）：
　→逃し弁レバーを数回上下に動かした後、逃し弁レバーを下げて
　　水が止まることを、確認してください。
　→上記操作後も、水が止まらない場合は、お買い上げの販売店に
　　ご連絡ください。
　※漏れたままにしておくと、湯温の低下、湯量不足により水道代、
　　電気代が高くなることがあります。

●沸き上げ中（リモコンの「沸上中」点灯時）：
　異常ではありません。タンク内の水が膨張し、逃し弁が作動して水が出ます。

こんなときは ここをご確認ください
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こんな表示が出たら…
こんな表示は ここをご確認ください

●追いだき運転でお湯不足になると、残湯量表示が急に減ることがあります。
　追いだき運転がいったん停止し、沸き上げ運転をすることがあります。（P.20、59）

　何度も表示が出るときは、沸き上げモードを「おまかせ」にしてください。（P.26）
　手動で沸かすときは、「沸き増し」してください。（P.24）

　浴そうのお湯が冷めている場合は、追いだきに時間がかかることがあります。
　冷めたお湯を排水した後、お湯はり（ふろ自動運転）し直すことをおすすめします。

●30分以上の停電が発生したことをお知らせしています。

　　　でもとの表示に戻ります。

浴室のリフォーム待ちの間など、機能の一部を制限している状態です。
●ふろ自動や通話、メニューの項目で受け付けないものがあります。
●リフォームが終了したときは、販売店（工事店）に給湯専用設定の解除を依頼して
　ください。

■次の表示は、給湯機が給湯専用設定になっていることを示しています。

■次の表示は、「決定」を押して表示を消した後、対処してください。
●給水配管やふろ配管が凍結したときに表示されることがあります。
●お湯はり中に断水した
  ①断水が復旧したことを確認する。
  ②「ふろ自動」を押し、ふろ自動運転する。

浴そう栓を忘れている
  ①浴そうの栓をする。
  ②「ふろ自動」を押し、ふろ自動運転する。

お湯があふれている
  ふろの設定湯量を下げる。（P.17）
  続けて保温やたし湯を自動で行いたいときは、「ふろ自動」を押してください。

浴そうの基準水位が設定されていない
  ①浴そうを空にして、栓をする。
  ②「ふろ自動」を押し、ふろ自動運転する。

●おまかせ節約でタンクいっぱいまで沸き上げなかったことをお知らせします。
　夏季など、お湯の使用量が少ないときは節約のため全量沸かさない
　ことがあります。
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こんな表示が出たら…（つづき）

■次の表示は、対処後、漏電しゃ断器を「切」にし、約1分間後「入」にして異常表示を消してください。

それでも直らないときや次の場合は、以下の対処後、お買い上げの販売店へご連絡ください

ヒートポンプユニットの空気抜き運転が不十分
  →ヒートポンプユニットの空気抜きをする。（P.50）
給水元栓が閉じている→給水元栓を開ける。
給水管が凍結している→お買い上げの販売店へ、凍結予防工事を
依頼する。

●上記以外の異常表示（H□□かF□□）が出た
　⇒給水元栓を閉じて、配線用しゃ断器、貯湯ユニットの漏電しゃ断器を「切」にしてください。
●凍結のおそれがある時期に異常表示が出た
　⇒配管が凍結して故障が拡大する場合があるため、配線用しゃ断器、貯湯ユニットの漏電しゃ断器および
　　配管の凍結予防ヒーターは「切」にせず、すぐご連絡ください。

こんな表示は ここをご確認ください



65

■終了するとき→

■ サービス店の電話番号
を確認する

● 試運転時に登録された場合のみ、
表示されます。

●  1分後に自動終了します。

サービス店に連絡するときに、確認してください。

次のような場合は、お買い上げの販売店へご連絡ください
● 家庭用ヒートポンプ給湯機を移設したとき
● 浴そうを交換したとき

そのまま使用すると、正常に運転できないことがあります。

次の場合は、以下の対処後、お買い上げの販売店へご連絡ください
● 貯湯ユニットの排水口・排水配管以外の場所から水が漏れる
● 浴そうへのお湯はりが止まらない

⇒給水元栓を閉じて、配線用しゃ断器、貯湯ユニットの漏電しゃ断器を「切」にしてください。

3確認したい内容を選び、

1

こ
ん
な
表
示
が
出
た
ら
…

を押して で操作

2 メニュー の その他 を選び、

■ 異常表示を再度確認
する

● 異常表示は、順次繰り下げて新
しいものを最も上に表示します。
（故障なく連続通電のまま異常な
しで2週間経過すると、表示は
自動的に削除されます）

●  1分後に自動終了します。

■ 機種情報を確認する ● お買い上げの品番により、表示が
異なります。

 NUHQ   HE-NSU37HQ(M)S・HE-NSU46HQ(M)S
 N_HQ   HE-NS37HQ(M)S・HE-NS46HQ(M)S
●  1 分後に自動終了します。

（台所リモコン）

確認する
OKモニター

サービス店TEL表示

機種情報
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仕様

●※1.  年間給湯保温効率（JIS）は、消費者の使用実態を考慮に入れた給湯保温効率を示すために、1年間を通し
てある一定の条件のもとにヒートポンプ給湯機を運転した時の単位消費電力量あたりの給湯熱量およびふ
ろ保温熱量を表したものです。なお、値は省エネモードである「おまかせ節約」で測定した値であり、実
際には、地域条件・運転モードの設定やご使用条件等により変わります。（沸き上げモード「おまかせ」に
設定した場合やふろの沸かし直しをすると効率が低下し消費電力量が増える場合があります）
*  一定の条件とは、東京・大阪を平均とした気象条件・給水温度で40℃のお湯を456L使用し
ふろの保温時間を3時間（保温熱量4.12MJ）行う条件を想定したものです。 
年間給湯保温効率（JIS）＝1年間で使用する給湯とふろ保温に係る熱量÷1年間で必要な消費電力量

*  年間給湯保温効率算出時の条件
着霜期高温条件：外気温（乾球温度 /湿球温度）2℃ /1℃、水温5℃、沸き上げ温度90℃ 
給湯保温モード条件（冬期）：外気温（乾球温度 /湿球温度）7℃ /6℃、水温9℃、沸き上げ温度70℃（460Lタイプは65℃） 
給湯保温モード条件（着霜期）：外気温（乾球温度 /湿球温度）2℃ /1℃、水温5℃、沸き上げ温度70℃（460Lタイプは65℃）

*  夜間消費電力量比率：一定条件のもとにヒートポンプ給湯機を1日運転した時の総消費電力量に対する夜間消費電力量の比率
●※2. 中間期：外気温（乾球温度 /湿球温度）16℃ /12℃、水温17℃、沸き上げ温度65℃
●※3. 冬期高温：外気温（乾球温度 /湿球温度）7℃ /6℃、水温9℃、沸き上げ温度90℃
●※4. ヒートポンプユニットで沸き上げる温度です。タンク内の湯温は配管の放熱などにより低くなります。
●※5. 最少湯量は、浴そうの循環口の位置や、浴そうの大きさによって変化します。
●運転使用範囲は －10℃～43℃ です。
●沸き上げ運転をしていないときでも電力を消費します。リモコン点灯時：約5W　　リモコン消灯時：約3Ｗ
　（※1, ※ 2, ※ 3の値は、日本工業規格 JIS C 9220：2011に基づきます）

パワフル高圧力型 高圧力型
システム品番　(M)は屋内用 HE-NSU37HQ(M)S HE-NSU46HQ(M)S HE-NS37HQ(M)S HE-NS46HQ(M)S

貯湯ユニット品番　(M)は屋内用 HE-NSU37HQ(M) HE-NSU46HQ(M) HE-NS37HQ(M) HE-NS46HQ(M)
ヒートポンプユニット品番 HE-PNS45H HE-PNS60H HE-PNS45H HE-PNS60H

適用電力制度 時間帯別電灯通電制御型／季節別時間帯別電灯通電制御型
設置場所（貯湯ユニット） 屋外用　((M)は屋内用)
使用電源 単相　200V　(50／60Hz両用)
最大電流 16.0A
安全装置 漏電しゃ断器、缶体保護弁
年間給湯保温効率（JIS）※1 3.3

区分名 17
夜間消費電力量比率※1 % 80
貯湯 
ユニット

タンク容量 L 370 460 370 460
水側最高使用圧力（減圧弁設定値） kPa 320（280） 190（170）

ヒート
ポンプ
ユニット

中間期標準加熱能力／消費電力※2 kW 4.5／0.955 6.0／1.32 4.5／0.955 6.0／1.32
冬期高温加熱能力／消費電力※3 kW 4.5／1.50 6.0／2.00 4.5／1.50 6.0／2.00
中間期標準運転電流※2 A 5.30 7.30 5.30 7.30
運転音　中間期※2／冬期※3 dB 38／43 42／45 38／43 42／45
設計圧力　高圧／低圧 MPa 14.0／9.0　（ゲージ圧）
冷媒の種類／充填量 g R744／650 R744／960 R744／650 R744／960
設置可能最低外気温度 ℃ －10

沸き上げ温度範囲※4 ℃ 約65～約90
給湯温度 ℃ 水、32、35、38～47（１℃きざみ）、50、55、60

ふろ自動

ふろ温度設定 ℃ 水、36～48（１℃きざみ）
ふろ湯量設定 L 100※5 ～ 500（20Lきざみ）
自動保温 ポンプ循環方式
自動たし湯 水位センサー検知方式（約2.5cm以上の水位低下により自動たし湯）

外形寸法 貯湯ユニット：高さ×幅×奥行 mm
1810×600×680 2170×600×680 1810×600×680 2170×600×680

ヒートポンプユニット：高さ×幅×奥行 672×799（867）×299　（　）はカバーを含む

質量
貯湯ユニット       (  )は屋内用

kg
70(71) 79(80) 64(65) 75(76)

貯湯ユニット満水時  (  )は屋内用 440(441) 539(540) 434(435) 535(536)
ヒートポンプユニット 44 48 44 48

付属品 貯湯ユニット 取扱説明書・ご使用ガイド・工事説明書・保証書
ヒートポンプユニット ドレンエルボ

別売品 コミュニケーションリモコン HE-TQFHW（台所リモコン：HE-TQFHM　浴室リモコン：HE-TQFHS）
増設リモコン HE-RQVHZ
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保証とアフターサービス よくお読みください

使いかた・お手入れ・修理などは
■まず、お買い上げの販売店へご相談ください。 販売店名

電　話　 （　　 　）　　　 －

お買い上げ日　　　　  　年   　 月   　 日

修理を依頼されるときは
「故障かな ?」「こんな表示が出たら…」（P.56～ 65）
でご確認のあと、直らないときは漏電しゃ断器を「切」
にして、お買い上げ日と右の内容をご連絡ください。

●製品名　家庭用ヒートポンプ給湯機
●品　番　HE-
●故障の状況　できるだけ具体的に

●保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたします。
　保証期間 :  お買い上げ日から本体・リモコンは1年間。ただし、ヒートポンプユニット内の冷媒系統は3年間、 

 貯湯ユニット内のタンクは5年間（水漏れ現象に適用）です。
●保証期間終了後は、診断をして修理できる場合はご要望により修理させていただきます。
※修理料金は次の内容で構成されています。
技術料 診断・修理・調整・点検などの費用
部品代 部品および補助材料代
出張料 技術者を派遣する費用

※ 補修用性能部品の保有期間　9年
　 当社は、この家庭用ヒートポンプ給湯機の補修用性能
部品（製品の機能を維持するための部品）を、 製造打
ち切り後9年保有しています。

▼お買い上げの際に記入されると便利です

■転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください。

【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】
パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理対応などに利用させていただき、
ご相談内容は録音させていただきます。また、折り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通知いただいてお
ります。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に開示・提
供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。

・  ご使用の回線（IP 電話やひかり電話など）によっては、回線の
混雑時に数分で切れる場合があります。

・  上記のURLはお使いの携帯電話等により、正しく表示されない
場合があります。

・  掲載サイトおよび動画の視聴は無料ですが、通信料金はお客様
のご負担となります。（パケット定額サービスに未加入の場合、
高額になる可能性があります）



ACXF55-05020
S1016F1116〒525-8520　滋賀県草津市野路東2丁目3番1-1号  

 Panasonic Corporation 2016C

ご相談窓口

愛情点検 長年ご使用の家庭用ヒートポンプ給湯機の点検を！

こんな症状は 
ありませんか

ご使用
中止

● 漏電しゃ断器が自動的に「切」になる。
●  使用中にこげ臭いにおいがしたり、異常な音や振動がする。
● 熱いお湯が出続ける。
● 運転中以外に逃し弁から水が漏れる。
● 貯湯ユニット、配管から水が漏れる。
● その他の異常や故障がある。

事故防止のため、
必ずお買い上げの
販売店に点検を 
ご依頼ください。

パナソニックの会員サイト CLUB Panasonic  で ご愛用者登録  をお願いします

詳しくはこちら
http://club.panasonic.jp/aiyo/

●お宅の家電商品、消耗品情報が一元管理できる！
●登録商品に関するお知らせやサポート情報が入手できる！
●登録すると抽選で商品券などが当たる！

特典

使いかた・お手入れ・修理などはまず、お買い上げの販売店へご相談ください。
転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください。

・  ご使用の回線（IP 電話やひかり電話など）によっては、回線の
混雑時に数分で切れる場合があります。

・  上記のURLはお使いの携帯電話等により、正しく表示されない
場合があります。

・  掲載サイトおよび動画の視聴は無料ですが、通信料金はお客様
のご負担となります。（パケット定額サービスに未加入の場合、
高額になる可能性があります）


